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Geochemical Journalからのお知らせ
―GJ賞の創設と impact factorについて―

日本地球化学会は，今年の年会で日本地球化学会創

立５０周年事業の一つとして，「Geochemical Journal

論文賞の創設」を決めました。これは，Geochemical

Journalの優れた論文の著者に対し授与されるもの

で，２００３年度からということに決まりました。Geo-

chemical Journal論文賞の選考は，他の賞と同じく，

受賞者選考委員会で行われますが，受賞候補者の推薦

については，「Geochemical Journal編集委員長が編

集委員会の議を経て，３月末日までに受賞者選考委員

会に推薦する」ということになりました（本ニュース

３０ページの選考細則より）。現在，編集委員会では，

どのように選考をするかの規則づくりを急いでいま

す。

この Geochemical Journal論文賞には，テラから

の御厚意で，１０万円の副賞がつくことになっていま

す。皆さん，是非とも Geochemical Journalに素晴

らしい論文を御投稿下さい。

前回にもお知らせしましたが，皆様のおかげで２０００

年度の Geochemical Journal の impact factor は

０．９０８と大きく上昇しました。ここ数年の impact fac-

torの変化を図に示すと，以下のようになり，編集委

員会のとりあえずの目標である１に向かって，急上昇

してきました。Impact factorの上昇に伴い，論文の

投稿数も今年は昨年の倍近くになりました。編集委員

会はうれしい悲鳴をあげていますが，だんだんと良い

相乗効果が現れつつあります。地球化学会の会員の方

には，これからも，なるべく Geochemical Journal

に掲載された論文を引用して論文を発表していただく

よう重ねて御協力をお願いします。

Geochemical Journal編集長 松田准一

E-mail : gj@ess.sci.osaka-u.ac.jp

Tel：０６―６８５０―５４９５，Fax：０６―６８５０―５５４１

２００１年度日本地球化学会年会の報告

年会実行委員会委員長

長沢 宏（学習院大・理）

２００１年度の日本地球化学会年会は，１０月１８日�から
１０月２０日�の３日間にわたって，東京都豊島区目白の
学習院百周年記念会館を会場として開催された。東京

区部での年会は，１９８９年以来１２年ぶりの開催となっ

た。

年会の参加者総数は３７５名で，内訳は，事前登録者

２７０名（内学生１１６名），当日登録１０５名（内学生３２名）

であった。講演総数は２５６件，うち特別セッション（招

待講演）５名，学会賞など受賞講演３件，ポスターに

よる発表が８７件であった。

特別セッションとしては，「２１世紀の地球化学―同

位体地球化学の新しい方向をさぐる―」として，内外

の招待講演者（米国より３名，英国・日本各１名）に

よる発表を企画した。テロ事件など不安定要素のある

中で，外国からの招待者が全員参加されたのは幸いで

あった。内容的にも，２１世紀の初めにふさわしい新し

い学説，研究方法などが紹介された。

受賞講演では，柴田賞の増田彰正会員が体調不良の

ため欠席されたのは残念であった。

今回は，事務簡素化の必要性から，いくつか新しい

試みを行った。講演・参加の登録受付は，web上の

年会ホームページ上でのみに限った（ただし，ホーム

ページ上で受け付けられなかった人に対しては，ヘル

プをいれると書式が送られ，電子メールで申し込める

ように設定した）。また，参加料に要旨代を込みにし

たこと，参加証を要旨集に挟み込みとした。

受け付けられた講演申し込みは，コンピュータ上で

一つにまとめられるため，その後の処理――プログラ

ム編成，化学会のデータベース作成など――がきわめ

て容易で，間違いが起こるおそれが少なくメリットが

大きかった。また，今回は，講演要旨集のタイトルと

要旨のタイトルの不一致は数件で，前々回の６８件から
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激減している。申し込んだタイトルがパソコンのメモ

リーに残るため，不一致が少なかったものと推測され

る。大半の申し込みは大きな問題なく受理されたが，

ごく一部であるが，コンピュータ通信になれない人た

ちにとっては，困難があったようである。また，登録

の申し込みに関しては，申し込みだけで登録料を払い

込まなかった例，払い込みはしたが申し込みが入って

いない例，金額を間違えて払い込んだ例，金額を間違

えて払い込んだものの登録申し込みがなされていない

ため申し込みの内容が読みとれない例などが多々あ

り，個別の対応ができず，誤解を生む結果ともなっ

た。

参加料に要旨代を込みにしたこと，参加証を要旨集

に挟み込みとしたため，受付の事務が著しく簡略化さ

れた。この払い込み方を勘違いしたためと思われる送

金額の間違いがいくつかあった。また，この新しい登

録方法のため，従来無料で入っていた学生は，２，０００

円値上げということになり，従来，要旨集を４，０００円

で買っていた学生にとっては，２，０００円の値下げに

なった。学生に要旨集を買わせたことは，先生方には

おおむね好評であったし，要旨集を当然買うつもりで

いた博士課程の学生には好都合であったと思われる。

一方，登録しないで入ろうとした学生，指摘されて

帰ってしまった学生も一人ならずおり，ちょっとなら

登録しないでもいいだろうと学生を無料で会場に入れ

ようとされた先生もおられたようである（実際には，

学生さんが自発的に登録料を払われた）。実行委員会

では，単に簡素化にとどまらず，会員が年会を大事に

育てていくという観点からの制度変更と考えていた

が，上記の例のような現代の学生気質は考えさせられ

るものがある。

今回は，申し込みを個人ベースで行ったが，非会員

の学生がいることを考えると，研究室でまとめての参

加申し込み，参加料の払い込みを処理する方法を考え

る必要があると思われた。まとめて参加料を払った場

合，それと登録申し込みの対比が難しく，要旨集の送

付が難しい場合があった。

種々の実験結果が得られたが，それを次回以後の年

会を準備される方々に対する参考データとしてうまく

残すことも重要だと感じた。

日本地球化学会２００３年度年会に
関するアンケート結果

野津憲治（将来計画委員会），

吉田尚弘（行事幹事）

２００３年度は，日本地球化学会が主催団体となり，９

月７～１２日にゴールドシュミット国際会議を倉敷市で

開催することがすでに決まっており，それに向けて組

織委員会が活動をはじめております。一方，本学会で

は毎年秋に年会を開催し，期間中に総会を開いて学会

の重要事項を審議しております。２００３年度の年会につ

いては国際学会との兼ね合いでどのような形態がよい

か，将来計画委員会・幹事会・評議員会で検討してい

ますが，まだ結論を得ていません。そこで，２００１年の

会期中に参加者に対して２００３年年会に関するアンケー

トを行いました。８４名の方から回答をいただきました

ので，その結果をまとめて御報告します。

その結果，ゴールドシュミット国際会議につなげる

形で年会を行なうのが現実的と考える人が約７０％（５８

名）に達しています。分けて行なう案では国際会議か

ら少し時間をおいた１０～１１月開催希望が多く（１２

名），この案も捨てきれません。さらに，上記２案以

外では，国際会議と年会を合体させる案が多く（４

名）書かれていました。

２００３年度年会の検討は，２００２～２００３年度幹事会に引

き継がれ，アンケート結果も参考にして早急に原案を

作ることになります。

日本地球化学会２００３年度年会に関するアンケート結果（回答数８４）

ゴールドシュミット国際会議に ２００３年度年会に

［２００３年度年会は］ 参加 不参加 未定 参加 不参加 未定

国際会議とつなげる ５８ ４６ ９ ３ ５１ ５ ２

国際会議と切り離す １６ １４ ２ ０ １４ １ １

以上２案以外 ７ ６ ０ １ ３ １ ３

無回答 ３ ２ １ ０ １ １ １

小計 ８４ ６８ １２ ４ ６９ ８ ７
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［切り離す案の場合］

時期 ３～４月（または春）：４，１０～１１月：１２

期間 ３日：５，２日：２，４日：１

場所 東京：２，札幌：１，琉球：１，便利な所：１

［上記２案以外の場合］

ゴールドシュミット国際会議と年会を合同で行な

う，同時に行なう：４

春の合同学会で年会，総会を行なう：２

日本地球化学会２００１年度学会賞
各賞受賞者のプロフィール

以下の方々が２０００年度の柴田賞，日本地球化学会

賞，奨励賞を受賞されました。各氏を知る方に，紹介

文を寄稿していただきました。

柴田賞：増田彰正会員 （東京大学名誉教授）

受賞題目「希土類元素の宇宙・地球化学の開拓とその

発展」

増田彰正先生には，字を追うご

とにドキドキする自伝？『私と希

土類元素』［１］や『希土類元素

とともに�および�』［２，３］が
あります。それを越えて真実に

迫った紹介文はとても書けそうに

ないので，ややパンチ力に欠けま

すが，そこに触れられていない増田先生を紹介したい

と思います。会員の皆様には是非とも上記“本伝”を

御一読くださるよう御願い致します。

増田先生の御研究の中で，Masuda-Coryellプロッ

トが一番広く知られています。考え方はとても簡単

で，さまざまな地球物質の希土類元素存在度をコンド

ライト隕石中の値で割り，原子番号順にプロットする

と，とてもきれいなパターンが見られることに始まり

ます。そこから，地球の珪酸塩部分の起源がコンドラ

イトにあり，その全体が溶けた１／８２量の残液（マグマ

オーシャンの最終残液）が地殻の希土類元素存在度パ

ターンに相当するという考え（Masuda and Matsui，

１９６６：GCA）に発展しました。ただ，液体型／固体

型という希土類元素存在度パターンの名前が出てくる

のは，少し後になります。液体型／固体型希土類元素

存在度パターンという区分は，本質を含んだ命名です

が，のちのち La-enriched/-depletedという見かけだ

けからの区分名称が多く使われるようになったのは残

念です。

このMasuda and Matsui論文が印刷公表されるの

を待っている３年間にも，たくさんの論文を Nature

に発表されました。そのひとつに希土類元素分配係数

の変化から酸素イオンとマグネシウムイオンの位置付

けを述べた論文があります。片対数グラフにプロット

して直線の希土類元素パターンを得るには，固液間の

分配係数が原子番号の変化とともに（対数でなく）普

通スケールで直線的に変化する必要があります。その

変化直線が分配係数のゼロと１を横切るイオン半径

が，それぞれ酸素とマグネシウムのそれに合致するこ

ととその意味が述べられています。普通スケールで原

子番号（イオン半径）とともに直線的に変化する分配

係数の解釈には増田先生もあれこれお悩みの様でし

た。しかし，対数スケール上での分配係数に心を動か

されたのは，超苦鉄質岩の希土類元素存在度パターン

を検討した１編だけで，今も普通スケール上で見える

全岩分配係数の美しさを御考えの様です。

希土類元素地球化学のトップランナーである増田先

生は，アポロ月試料の研究でもまっ先に NASAの

Principal Investigatorに選ばれました。少なからぬ

日本人科学者が Apollo試料の研究に携わられました

が，最初から試料を日本に持ち込めたのは増田先生た

だお一人だったと思います。希土類元素の研究を世界

に広める推進力として文部省特別研究室を獲得された

先生でしたが，自由に選べる月試料も限られた事か

ら，月の研究の，そのまた先にある隕石からの原始太

陽系の研究に主力を移されました。世界中の人と予算

が月の岩石に浮かれているうちに！

GCAに投稿した論文の印刷が引き延ばされている

間にも，Natureの Editorから「貴殿は最近あまりに

多くの論文を本誌に発表されました。つきましてはど

うか暫く御遠慮願いたく……」という手紙を受取るほ

ど論文の投稿先に困らなかった増田先生ですが，“世

界に先駆ける日本からの発想を歪められず万国に知ら

しめる”思いもあったのでしょうか，Geochemical

Journalの国際化には強い情熱と多大の労力を注がれ

ました。“Lanthanides in basalts of Japan with three

distinct types”など現在の様々な研究のきっかけと

なった多くの論文を GJに投稿されたのを始めとし

て，Executive Editorとなられても Editor本来の仕

事に加え，外国の研究機関や公館に（手動のタイプラ

イターで）沢山の購読勧誘の手紙を書かれました。こ

のとき獲得した海外販売部数が今なお GJの底力と

なっているのは確かです。GJがその期待に応えたの
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は，スムースであるはずの希土類元素存在度パターン

内の規則的な揺らぎ（テトラド効果）の発見（Masuda

& Ikeuchi，１９７９）からの十年間であったとおもわれ

ます。しかしその後，４ f電子雲の非対称モデル（イ

オンは球体でなく電子雲の配置により歪んだ形をとる

との解釈）の発表にはさらなる新天地を選ばれたよう

です。

一般に“先生”と呼ばれる指導者には，学生にやる

気を出させるのにさまざまなタイプがあるようです。

うまく表現しにくいのですが，一つ目は学生に対し

て，お前はこれほど恵まれているのになぜそれに応え

ないか，と叱咤激励するタイプ。二つ目は，お前の研

究はすばらしい，この結果で世界の学会がガタガタと

震撼するだろう，とおだて走らせるタイプ。三つ目

は，この研究は我々マイナーグループが世界のメ

ジャーに対抗できる内容だ，と聖戦意識？を高揚させ

てくれるタイプ。増田先生はそのいずれとも違ってい

ました。“ウーンこういうことが考えられるんだけど

ああかも知れず，よくわからないんだ……”とか何と

か，なんとも頼り無さそうな話がポツリポツリと出て

きます。学生はそこそこ理解ができ，“そうならこう

かも知れませんからやってみます�”という調子に話
しが進みます。学生が楽しい気分になってそう言える

先生は，あまり多くはいなかったと思います。（全共

闘世代は，強制されると反発し，誉められるとうさん

臭さを感じ，扱いにくかった。今はまた違う様ですが

……）。その気安さは東大教授になられてからも続き

ました。部屋の入り口に小さな丸い作業机があり，つ

ぎに先生の机，一番奥に秘書さんの場所がありまし

た。ノックすると先生が出て来られ，お茶を入れてく

れるのも先生でした。然し，東大教授時代には，仁科

記念賞を受け，IAGCの Ingerson Distinguished Lec-

turerに選ばれながらも（後者は電通大に移られてか

ら），希土類元素地球化学の進展にはもどかしさを感

じられていたのではなかったでしょうか。

前記“本伝”をお読みになるとなおさら，増田先生

は学問一筋に，と思われるかもしれませんが，いえい

え，“地球化学と学会の将来”についてもあれこれ御

考えでした。地球化学会ニュース１００号記念の記事を

探していた時，増田先生は，柴田雄次先生の『日本の

地球化学の落伍』の再掲を勧めて下さいました。増田

先生の日本の地球化学に対する御考えが柴田先生のそ

れと一致していたからに他ならないと思います。将来

計画新聞や GJに心血をそそがれたのはもちろんの

事，この柴田賞が制定されたのも増田先生が会長の時

です。この賞の効用に学会発展の夢を馳せておいでで

した。柴田賞の授賞対象者が学会会員に限られていな

いところに当時の増田先生の戦略思想を垣間見る事が

できるかと思います。

増田先生は，アスピリンをボリボリかじりながら論

文を読まれる時もありますが，グルメと言うか，こだ

わりを持った食事をされる事が多い様です。東京理科

大学のころ何度か飯田橋駅の南方遥か遠くにカレーラ

イスを食べに行きました（たかがカレーと言うなか

れ）。いつの間にこんなところをみつけられたのだろ

うと言うと，ある人が，いやああ，戦争中の食い物が

無かった時代を生き延びた人は皆そうだよ，と言われ

ました。が，それだけとは言えず，美味しいものに対

してはサイエンスでなくても熱意と直感力をみなぎら

せる動物的な増田先生です。

［１］『私と希土類元素』総合研究「岩石・鉱物の生

成に伴う元素の分配研究資料集」１９７３年，

p．１０１―１１５。（御希望の方にはコピーを差し上

げます）

［２］『希土類元素とともに�』「自然」１９７８年１月
号，p．６４―７１。

［３］『希土類元素とともに�』「自然」１９７８年２月
号，p．８６―９４。

御健康を祈りつつ，田中 剛

（名古屋大学大学院環境学研究科）

日本地球化学会学会賞：日下部実会員

（岡山大学固体地球研究センター）

受賞題目「安定同位体地球化学による火山性揮発物質

の研究と自然災害への応用」

日下部さんは，東京教育大学大

学院（理学研究科化学専攻）で那

須岳の火山ガスを博士論文のテー

マにして以来，東京工業大学，富

山大学，岡山大学と研究の場所は

変わりましたが，一貫してガスを

中心とする火山の研究に従事して

こられました。日下部さんのお仕事は，一言で云え

ば，「火山性揮発物質の安定同位体を用いた地球化学

的研究」です。これには，軽元素の同位体分別の基礎

研究，火山ガス分析による内外の火山活動の研究，マ

グマへの揮発物質取り込みのもとになる岩石―水反応
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とマグマの脱ガス過程の研究，およびこれらの研究成

果を自然災害の防止に応用した研究が含まれていま

す。火山噴火はマグマの脱ガス過程ですから，火山ガ

スの研究は火山学の重要な柱の一つです。従来より火

山ガスの分析は地球化学の研究者が活躍する場でした

が，日下部さんは火山ガスの分析に同位体比の測定を

定着させた功労者でもあります。全国共同利用の岡山

大学固体地球研究センターにあって，多くの研究者や

大学院生を指導して，安定同位体地球化学の普及に貢

献されました。会員諸兄の中にも三朝の研究室で日下

部さんの適切な指導と温厚な人柄の薫陶を受けられた

方が少なくないでしょう。

数多いお仕事のなかでも，今回の学会賞の業績とし

て特記すべきは，ニオス湖（カメルーン）でのガス噴

出災害（住民１，７４６人，家畜約７，０００頭が一夜のうちに

死亡）の原因究明と再発防止に向けての１５年にわたる

長年の取り組みによって，地球化学が如何に社会に役

立つかを示した点です。これは研究の成果を人類の福

祉に役立てるという学問本来の目的にかなったもので

す。これはまた，「地球化学の研究に問題解決型の研

究を積極的に取り入れる必要がある」（日本地球化学

会将来計画委員会（１９９４―５）報告，日本地球化学会

ニュース，No．１４４，p．３―６，１９９６）という，本学会が

目指すべき方向でもあります。近年特にその傾向が強

いと思うのですが，このような災害の原因究明や再発

防止の様な泥臭い仕事は工学あるいは行政が対処すべ

きものと考える傾向があり，理学の研究者が多数を占

める地球化学では研究の対象に選ぶことが少ないの

が現状です。このような中にあって，日下部さんは，

１９８６年の事件当初から，ニオス湖での災害の原因究明

と再発防止に深く関与して，大きな成果を挙げてきま

した。人間の生命に直接被害が及ぶニオス湖の場合，

火山ガスの地球化学についての確かな知識と実地での

豊富な経験，および自然に対する深い洞察なくして，

危険な自然を相手にすることはできません。日下部さ

んはこの条件を満たす数少ない地球化学者なのです。

ニオス湖での大災害（１９８６年８月２１日）に対する国

際緊急援助隊の一員として参加して以来，日下部さん

は地球化学者からなる調査チームを組織して調査を繰

り返し，湖水中の炭酸および各種のイオン濃度の深度

分布，密度分布，電気伝導度分布，CO２の炭素同位体

比，He同位体比を測定して，ニオス湖での災害は，

湖水中に蓄積した高濃度の二酸化炭素の一部（約０．６３

km３）が噴出したものであり，SO２やH２Sを含まない

こと，炭素とヘリウムの同位体比から溶存炭酸はマン

トル起源であり現在も供給が続いていること，現在は

安定な湖水の成層構造ができていることなどを明らか

にしました。これらの成果に基づいて，湖底に蓄積し

た二酸化炭素が飽和溶解度を超えて，気体として溶離

し噴出したのが大災害の原因であることを証明しまし

た。

その後の調査で湖に供給されている CO２のフラック

スが見積もられ，このまま放置すると１９８６年災害の再

発が懸念されたために，１９９０年，日下部さん達６名の

地球化学者の代表は，災害の再発を防止するために湖

水からのガス抜きを提言し，ガス抜きを助言する国際

委員会（Nyos-Monoun Degassing Project諮問委員

会）を組織しました。

ガス抜きに伴う危険を予知するために，日下部さん

達は，湖水の pH値と電気伝導度の測定によって得ら

れるHCO３－濃度から，１回々々湖水を採水すること

なく CO２濃度を連続的に測定する方法を開発しまし

た。これによって湖水の温度構造と化学構造を連続的

かつ自動的にモニターできるようにしました。更に，

ガス抜きを実施した場合に，湖水の成層構造に及ぼす

影響についても，コンピューターシミュレーションを

行って，ガス抜きによって湖水表面に放出された水は

一定の深度で浮力平衡になり，湖の成層構造を破壊し

て新たなガス噴出の引き金になる恐れがないことも明

らかにしました。このような周到な準備のもとに，国

際WGは初めて本格的なガス抜きに着手し，ニオス

湖に高さ３０～４０メートルの噴水が実現したのです。

この研究はまだ最終決着を見ていませんが，災害発

生以来，足かけ１５年にわたる息の長い取り組みは，自

然災害の原因究明に地球化学が如何に有用であったか

を示すに十分であり，更に，ガス抜きに至る国際共同

作業の経験は，２１世紀に我々が大切に育てなければな

らない国際貢献の芽です。今回の受賞に触発されて，

現場に飛びだして問題の解決に貢献する人が一人でも

多くが出てくることを期待する次第です。

高岡宣雄（九州大学名誉教授）
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日本地球化学会学会賞：野崎義行会員

（東京大学海洋研究所）

受賞題目「海洋における天然放射性核種と希土類元素

の分布と変動に関する地球科学的研究」

野崎さんは，１９７４年の北大で学

位を取得し，エール大学地質・地

球物理学科において博士研究員助

手として海洋研究に従事した後，

１９７８年，ウッズホール海洋研究所

のアシスタントサイエンティスト

職を得て移籍し，海洋研究の最前

線で天然放射性核種に関する地球化学研究を行った。

その後，１９７９年，東京大学海洋研究所の助教授職をえ，

１９９２年同大学同研究所の教授となり，海洋無機化学部

門を主唱しながら，我が国における海洋を中心とした

地球化学研究をリードしてきた。この間，一貫して，

海水に広く分布する天然放射性核種および希土類元素

に注目し，２３８Uおよび２３５Uの娘核種をトレーサーとし

て，海水の流動過程，海洋粒子の動態および海底堆積

物の形成過程などの研究を行ない，世界的にもかなり

評価の高い数多く原著論文を発表し続けている。

野崎さんの研究業績は，以下のようにまとめられ

る。

１．天然放射性核種による海水流動の研究：ウラン

系列の娘核種には半減期の異なる一連の核種が存在

し，海水の流動過程に対してそれぞれ特徴的な時間

スケールを与える。野崎さんは，まず，東シナ海域の
２２８Ra（半減期：５．８年）および２２６Ra（半減期：１６２２年）

の分布を精査し，東シナ海および黄海大陸棚海域にお

ける海水の平均滞留時間が，それぞれ２～３年および

５～６年であると見積もり，これらの海域における物

質循環システムの構築に大きく貢献した。さらに，海

溝域深層水における２２７Ac（半減期：２２年）の分析法を

開発し，伊豆―小笠原海溝域の深層水に適用してその

過剰現象を世界に先駆けて明らかにした。その結果，

この核種が数１０年スケールでの深層水の混合，循環過

程に対する的確な情報を与えることを明らかにし，国

際的にも大きな関心をよんだ。

２．天然放射性核種による物質循環の解明と微量元

素の分布に関する研究：海水中の微量元素には，難溶

性の固相との平衡値よりもさらに低い濃度で微量元素

が存在することが知られており長年その説明が求めら

れてきた。このため，数々の考え方が提唱されてき

た。野崎さんは，Thが安定な溶存化学種（形）を持

たず，したがって粒子に吸着しやすく，かつ半減期の

異なる４つの核種，２３４Th（半減期：２４日），２２８Th（半

減期：１．９年），２３０Th（半減期：７５，２００年）および２３２Th

（半減期：１．４×１０１０年）を持つことに着目し，西部北

太平洋域を中心とする海洋におけるこれらの核種の鉛

直分布を精査した。その結果，２３４Thおよび２２８Thの濃

度が深さとともに増加する傾向にあることを認め，鉛

直一次元スカベンジングモデルを適用してこれらの核

種の鉛直分布を解析した。その結果，微粒子が海水中

を沈降していく過程で，粒子と溶存 Thとの間には可

逆的吸着―脱着過程が成立することを提唱した。さら

に，この微粒子の沈降に当たってはマリンスノーや

フェーカルペレットなどの大型粒子との間で相互作用

（集着現象）が生じ，溶存 Thを急速に下方に輸送し

ていることを提唱した。その後，この提唱は，セジメ

ントトラップ実験によって実証されることとなり，大

方の注目を浴びた。一方，野崎さんは，海洋における

元素の分布に強い関心をもって研究を進め，内外の研

究成果を整理して周期律表に沿った海洋元素分布マッ

プを作成した。この結果，水溶液における元素の反応

特性がよく整理され，北太平洋域を中心に元素の鉛直

分布の特徴を浮き彫りにした点でこの海域の今後の地

球化学研究に大きな示唆を与えるものとして評価され

ている。

３．希土類元素をトレーサーとした海水流動過程の

研究：海水には，１４種の希土類元素が存在し，これを

迅速かつ高精度で分析することのできるシステムを開

発した。この方法を太平洋の種々の海域（東カロリン

海域，サンゴ海。フィージー海盆など）に適用して希

土類元素の分布パターンを検討してきた。その結果，

重希土類元素（Dy-Ho-Er系）比が水深によって大き

く変動し，水塊のトレーサーとして極めて重要な情報

を与えることを見出した。これまで，軽希土類元素の

分布と海水の水平輸送との関係を指摘した報告はある

が，必ずしも一般的に受け入れられていたわけではな

い。野崎さんは，粒子と反応性の小さい重希土類元素

に注目し，海水流動と元素比との関係を精査した。そ

の結果，特に南極中層水のトレーサーとして Dy/Er，

Ho/Er値が特に重要であることを認めた。さらなる

データの蓄積が必要であるが，これらの比は，海水流

動に関する新しい指標を与えたものと評価され，今後

の更なる発展が期待される。また，野崎さんは，希土

類元素の地球化学的研究を河川水，沿岸域にまで拡張

し研究を進めてきている。その中でも，特に河川水に
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おける Gdアノーマリーの発見や，重希土類元素の濃

縮（enrichment）現象を見出している。前者は人間

活動による影響であり，後者は河川水中でのコロイド

による希土類元素の分別作用によるものと結論してい

る。これらの研究は希土類元素の地球化学に新展開を

拓いたものとして評価される。これらの研究はさらに

中国，東南アジアの諸河川へと拡張しつつあり今後の

研究成果が期待される。

以上のごとく，野崎さんは，天然放射性核種および

希土類元素を化学トリーサーとして海水流動および物

質循環の研究の発展に大きく貢献してきた。今後と

も，独創性を極めて強く尊重する野崎さんが，自分の

研究スタイルに磨きをかけ，少なくとも我が国の海洋

地球化学研究のリーダーとしてもますます活躍される

ことを期待してやまない。

半田暢彦（愛知県立大学情報科学部）

日本地球化学会奨励賞：松本拓也会員

（大阪大学大学院理学研究科）

受賞題目「マントル起源超塩基性岩の希ガス同位体研

究」

松本拓也さんは，１９８７年に神戸

大学理学部地球科学科を卒業，そ

の後同大学院の修士課程に進みま

した。博士課程はオーストラリア

国立大学地球科学研究所に行き，

本田勝彦博士の指導のもとで博士

号を取得，それ以後我々の研究室

の助手として研究と教育に専念しています。

学部と大学院の修士課程の時は，私が指導教官でし

た。学部の時は，その頃ちょうど低温核融合が話題に

なっていた時で，我々はこれを熱測定ではなく，３He

測定から検出しようと目論みました。結果は，低温核

融合は否定的なもので，論文は GJに発表していま

す。修士論文の時は，マグネタイトの合成を行い，そ

の希ガス取り込み機構の研究を行いました。マグネタ

イトは隕石の中で，太陽型の希ガス成分を担ってお

り，その取り込み機構の解明が目的でした。

オーストラリア国立大学（ANU）の博士課程では，

一転して地球の岩石の希ガス研究を始めました。それ

までは，室内実験が中心の仕事だったので，天然試料

の岩石を扱うとなると，鉱物学その他の知識が必要と

なり，大変苦労したとともに大いに勉強したことと思

います。ANUでの仕事は大変実りあるもので，大陸

マントル起源捕獲岩及びアルパイン型カンラン岩中等

の超塩基性岩の希ガスに関する一連の研究で多くの成

果を上げました。

オーストラリア南東部で採取されるマントル捕獲岩

は，大陸下のリソスフェア起源で多量の流体包有物を

含むことが知られています。その鉱物組成は基本的に

はペリドタイトで，マントル起源の流体と反応して二

次的に生成した角閃石，燐灰石，金雲母等を微量に含

むものもあります。このメタソマティックな流体の起

源は，従来の微量元素を用いた手法では明らかにする

のは困難でした。松本さんは，明らかなメタソマティ

ズムの影響（希土類元素パターンや，二次的な含水鉱

物の存在）の有無で試料を分類し，その希ガス同位体

組成を報告しました。その結果，測定された数１０試料

のほとんどで，その流体包有物が，MORBに特徴的

なヘリウム，ネオン，アルゴン，ゼノンの同位体異常

を持つことがわかりました。メタソマティズムの影響

の度合いによる希ガス組成の違いは認められませんで

した。これは，メタソマティックな流体の大部分が

MORBに希ガスを供給しているマントル源に由来す

ることと，大陸下マントルが全般的にこの流体の影響

を受けていることを示すものです。この希ガス同位体

比の均一性は，メタソマティズムによって固体微量元

素・同位体組成の不均一性が増大する点と一見矛盾す

るするように見えます。しかし，この矛盾点は，メタ

ソマティック流体中での CO２流体とシリケイトメルト

の分離によって説明できるというモデルを提唱しまし

た。また，その捕獲イベント（メタソマティズム）が

比較的最近であることも示しました。これは，最近，

大阪大学で行った研究のマントル希ガスのヘリウム同

位体進化に関するモデル計算の結果とも整合的です。

さらに，ほとんど全ての捕獲岩がMORB的な希ガ

ス同位体特徴を示す中で，唯一例外的にメタソマティ

ズムの副産物である燐灰石が，いわゆるプルーム的な

ネオンの同位体組成を持つことを発見しました。オー

ストラリアの東海岸の火山列は以前からハワイの火山

列のようなホットスポットトラックである可能性が示

唆されていましたが，厚い大陸リソスフェアの影響で

その存在の証拠は過去には得られていませんでした。

よって，このプルーム的ネオン同位体組成の存在は

オーストラリア南東部下のマントルプルームの唯一

明確な証拠となっています。この結果の重要性は，

Nature誌 News and Viewsの記事に取り上げられ注

目されていることからわかります。
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以上のように，大陸捕獲岩中の全ての希ガス同位体

組成を報告し議論した一連の研究によって，ヘリウム

以外のデータが皆無だった大陸下マントルの希ガス組

成およびそのマントル源に関して説得力のある議論が

展開されました。最近では，北海道幌満地域のカンラ

ン岩中にマントル起源のヘリウム量と大気起源のアル

ゴン量の非常にきれいな相関を見いだし，マントル

ウェッジ内にリサイクル起源の大気希ガスが存在する

ことを示し，大気希ガスがマントル深部へ持ち込まれ

る可能性も示唆しました。これは，希ガスはマントル

へはリサイクルされないという従来の見方を覆すもの

で非常に重要で興味深い結果です。

上記の仕事は，いずれも Nature, EPSL, GCAなど

の一流誌（GJも含め�）に掲載されています。以上
のことを総合して，松本拓也さんは地球化学会奨励賞

を受賞されました。研究室でも学生の良き相談相手，

先輩として，大変たよりにされるとともに，皆からも

慕われています。今後の一層の活躍が多いに期待され

るところです。

松田准一（大阪大学大学院理学研究科）

２００１年度第２回「鳥居基金」
助成実施報告（TE‐２９）

氏名：平田岳史（東京工業大学大学院理工学研究科）

助成：国内研究集会

課題：同位体地球化学ショートコース

本年１０月１４日から１６日の３日間にかけて，生産性国

際交流センター（神奈川県三浦郡葉山町湘南国際村）

において「同位体地球化学ショートコース」を開催い

たしました。本ショートコースは，２００３年に開催され

る Goldschmidt Conference（第１３回ゴールドシュ

ミット国際会議）のプレセミナーとして位置づけられ

ています。ショートコースの講師としては，同位体地

球化学の最高権威である Robert Clayton教授（シカ

ゴ大学），Keith O’Nions教授（オックスフォード大

学）をお招きし，地球化学，特に同位体地球化学の基

礎から最先端の研究までを，わかりやすく解説してい

ただきました。Clayton教授は，安定同位体を用いた

地球化学の基礎と，その宇宙化学への応用，さらに

は，最新の質量分析装置を用いた太陽系前駆物質の形

成過程に関する研究内容を講演されました。隕石中の

微量元素同位体組成からみた太陽系物質進化に関し

て，従来の枠にとらわれない自由な発想で新しい太陽

系進化モデルを構築されようとされている姿は，

Clayton先生が長年にわたって同位体地球化学の中心

的存在であり続けられた理由をよく表していると感じ

ました。一方，O’Nions教授は，不安定核種の放射壊

変現象を利用した同位体年代学や同位体トレーサーの

原理と，その応用としての海洋進化，また，最近注目

されている遷移金属を用いた安定同位体地球化学によ

る地球・太陽系物質進化，さらには質量分析計のこれ

までの進化の歴史と，これからの将来動向に関す

る具体的な方向性に関して講演されました。数多く

のジョークが散りばめられており，和やかな雰囲気

の講演でしたが，講演の中身は斬新なものでした。

Clayton教授と O’Nions教授のいずれの講義も，同

位体地球化学の今後の動向を示唆するとても新鮮なも

のでした。

参加者は総勢４８名で，その構成は６割が学生（学

部・大学院生），その他がシニア（大学教官や研究所

の研究者）でした。参加者の人数としては，それほど

大きな規模ではありませんが，参加者にとっては，講

師の先生の熱意をすぐ近くで感じることができ，また

質問をしやすい雰囲気となったと思います。講義中だ

けではなく，各講演終了後に，若手の学生が講師の先

生に熱心に質問する姿が多く見受けられ，参加者の

方々にとっても有意義な議論ができたと考えておりま

す。講義の内容も，基礎から最先端までのレベルをカ

バーしていただいたおかげで，シニアの研究者の方に

とっても刺激的な内容だったと思います。また，夜間

セッションでは，学生だけではなく，シニアの先生

方，さらには講師の先生方にも参加いただき，連日深

夜まで，広い研究分野の方々が横断的に意見交換し，

各人が取り組んでいる研究の紹介や議論を楽しむこと

ができました。何人からの方々から，来年はどのよう

なショートコースを開催されるのでしょうか，という

問い合わせもいただきました。

鳥居基金による研究集会助成により，学生の方々に

補助を出すことができ，セミナーの内容のわりには格

安なセミナー（学生１２，０００円，一般２４，０００円）を提供

することができました。主催者の一人として，また参

加者の一人として，感謝の意を表したいと思います。

２００１年度日本地球化学会総会報告

Ⅰ．２００１年度日本地球化学会総会は，１０月１９日１４：００

より，学習院大学創立百周年記念会館において，下

記の総会次第に従って行われた。
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正会員 （一般正会員）（学生）（シニア） 賛助会員 名誉会員 計 （在外）

２０００．１．１ １０４６ （９１３）（１２６） （７） １８ １２ １０７６ （４９）

入会 ３７ （２０）（１７） １ ３８ （２）

退会 ５６ （４５）（１０）（１：逝去） １：逝去 ５７

変更 （＋１２）（－１３）（＋１） ０（＋２）

推挙

除籍

２０００．１２．３１ １０２７ （９００）（１２０） （７） １９ １１ １０５７ （５３）

正会員 （一般正会員）（学生）（シニア） 賛助会員 名誉会員 計 （在外）

２００１．１．１ １０２７ （９００）（１２０） （７） １９ １１ １０５７ （５３）

入会 ２２ （１２）（１０） ２２ （２）

退会 ２３ （２０） （３） ２ ２：逝去 ２７ （３）

変更 ０（＋１９）（－２０）（＋１） ０（＋２）

推挙

除籍 １７ （９） （８） １ １８

２００１．８．３１ １００９ （９０２）（９９） （８） １６ ９ １０３４ （５４）

１．開会宣言

２．議長選出

３．会長挨拶 松久幸敬会長

４．大会準備委員長挨拶 長澤 宏会員

５．議事

１）２０００年度事業報告および決算報告ならびに監査

報告

２）２００１年度事業中間報告および決算中間報告

３）２００２年度事業計画および予算

４）２００２～２００３年度役員選挙結果報告

５）各種報告

地球化学・宇宙化学研連報告

GJ論文賞の新設について

６）その他

６．２００１年度柴田賞・日本地球化学会賞・日本地球化

学会奨励賞授賞式

１）柴田賞 増田彰正会員

「希土類元素の宇宙・地球化学の開拓とその発

展」

２）日本地球化学会賞 日下部実会員

「安定同位体地球化学による火山性揮発物質の

研究と自然災害への応用」

３）日本地球化学会賞 野崎義行会員

「海洋における天然放射性核種と希土類元素の

分布と変動に関する地球化学的研究」

４）日本地球化学会奨励賞 松本拓也会員

「マントル起源超塩基性岩の希ガス同位体研

究」

７．閉会宣言

Ⅱ．２０００年度事業報告

１．会員状況

２．年会，委員会等開催

２０００年度地球惑星科学関連学会合同大会（６／２５～

２８；東京，国立オリンピック記念青少年総合セン

ター），年会（９／２５～９／２７；山形，山形大学教養教

育棟・大学会館），総会（９／２６；山形，山形大学教

養教育棟），評議員会３回（２／１２，６／１０，９／２４），幹

事会３回（２／５，６／３，９／１６），GJ編集委員会６回，

地球化学編集委員会２回，学会賞等受賞者選考委員

会１回，鳥居基金委員会２回，将来計画委員会２

回，名誉会員推薦委員会１回，電子出版化検討委員

会１回，Goldschmidt Conference日本開催準備委

員会３回，Goldschmidt 2003組織委員会１回

３．会誌発行

Geochemical Journal Vol．３４（１～６）

地球化学 Vol．３４（１～４）

４．ニュース発行 No．１６０（３／５），１６１（５／１０），１６２

（８／８），１６３（１２／１）（「地球化学」と合本）

５．日本地球化学会賞等の授与（柴田賞１件，学会賞

１件，奨励賞２件）

６．鳥居基金助成：第１回（海外渡航２件），第２回

（海外渡航２件）

７．日産学術助成候補者推薦（奨励研究２件）

８．日本地球化学会公開講演会「地球規模の環境問

題」（１０／２９；山形，山形市中央公民館）

９．学会などの共催３件，後援３件：

・第３回国際土壌・地下水環境ワークショップ（１／

２０，立正大学）後援

・第４８回質量分析総合討論会（２０００）（５／１０～１２，

名古屋工業研究所）共催

・第３７回理工学における同位元素・放射線研究発表

会（７／３～５，日本青年会館）共催

・２１世紀の地学教育を考える大阪フォーラム（７／

２９，メルパルク大阪）後援

・第４４回粘土科学討論会（１０／２～４，北大学術交流

会館）共催

・第７回地下水・土壌汚染とその防止対策に関する

研究集会（１２／１２～１３，北大学術交流会館）後援

Ⅲ．２００１年度事業中間報告

１．会員状況（２００１年８月３１日現在）
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２．年会，委員会などの開催

２００１年度地球惑星科学関連学会合同大会（６／４～６

／８；東京，国立オリンピック記念青少年総合セン

ター），年会（１０／１８～２０；東京，学習院創立百周年

記念会館），総会（１０／１９；東京，学習院創立百周年

記念会館），評議員会４回（２／１７，６／９，１０／１７，１０／

２０（予定）），幹事会３回（２／１０，６／２，１０／６），GJ

編集委員会４回，地球化学編集委員会１回，学会賞

等受賞者選考委員会１回，鳥居基金委員会２回，将

来計画委員会２回，名誉会員推薦委員会１回，電子

出版化検討委員会１回，Goldschmidt 2003組織委

員会２回

３．会誌発行

Geochemical Journal Vol．３５（１～４）

地球化学 Vol．３５（１～３）

４．ニュース発行 No．１６４（３／１），１６５（５／３０），１６６

（８／２０）（「地球化学」と合本）

５．会員名簿号の発行

６．２００２～２００３年度日本地球化学会役員選挙

７．日本地球化学会賞等の授与（柴田賞１件，学会賞

２件，奨励賞１件）

８．鳥居基金助成：第１回（海外渡航２件），第２回

（海外渡航１件，国内研究集会１件）

９．日産学術助成候補者推薦（奨励研究３件，日産科

学賞１件）

１０．学会などの共催５件，後援３件，協賛４件

・第４回国際土壌・地下水環境ワークショップ（１／

１９，東京商工会議所大ホール）後援

・第３９回原子力総合シンポジウム（５／１５～１６，内幸

町ホール）共催

・第４９回質量分析総合討論会（２００１）（６／１８～２０，

東大安田講堂・山上会館）共催

・第３８回理工学における同位元素・放射線研究発表

会（７／１１～１３，日本青年館）共催

・第１回国際アイソトポマーシンポジウム（７／２３～

２６，横浜シンポジア）後援

・第６回国際エクロジャイト会議（９／１～７，愛媛）

後援

・第４５回粘土科学討論会（９／１３～１４，東洋大朝霞

キャンパス）共催

・同位体地球化学ショートコース（１０／１４～１６，神

奈川県葉山町湘南国際村）共催

・第６回地球汚染物質としての水銀に関する国際会

議（１０／１５～１９，水俣市文化会館）協賛

・ESR放射線量計測と年代測定の新戦略（国際シ

ンポジウム）兼，第１７回 ESR応用計測研究発表

会（１０／２５～２７，阪大基礎工学部シグマホール）

協賛

・第１３回二次イオン質量分析国際会議（１１／１１～

１６，奈良）協賛

・日本地熱学会平成１３年学術講演会（１２／３～５，名

大豊田講堂及びシンポジオン）協賛

Ⅳ．２００２年度事業計画

１．年会（９月下旬～１０月上旬；鹿児島，鹿児島大，

学会創立５０周年記念大会）

２．総会（年会期間中；鹿児島，鹿児島大）

３．地球惑星科学関連学会２００２年合同大会（５／２７～３１

日；東京，国立オリンピック記念青少年総合セン

ター）

４．評議員会３回

５．幹事会３回

６．会誌発行

Geochemical Journal Vol．３６（１～６）

地球化学 Vol．３６（１～４）

７．ニュース発行 No．１６８，１６９，１７０，１７１

８．Goldschmidt Conference２００３年日本開催準備

９．「地球化学講座」の出版

１０．日本地球化学会賞等の授与

１１．名誉会員の推挙

１２．鳥居基金助成２回

１３．日本地球化学会創立５０周年記念事業（公開講演会

開催ほか）

１４．学会などの共催２件，後援１件，協賛１件

・第４０回原子力総合シンポジウム（５／２１～２２，千代

田区立内幸町ホール）共催

・第４回国際ガスハイドレート会議（５／１９～２３，横

浜シンポジア）協賛

・２００２年度Western Pacific Geophysical Meeting

（７／９～１２，Wellington, NZ）共催

・第４回国際レルゾライト会議（８／２６～９／３，北海

道様似町）後援

Ⅴ．２００２～２００３年度役員選挙結果報告

有効投票 １６８票

会長

当選 野津憲治 １５４
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次点 松久幸敬 ３

一票 ３人

白票 ８

計 １６８

副会長

当選 田中 剛 １４９

次点 野津憲治 ２

一票 ８人

白票 ９

計 １６８

監事

当選 脇田 宏 ３８

次点 松久幸敬 １４

河村公隆，石渡良志４

日下部実

海老原充，中井俊一３

二票 ５人

一票 １４人

白票 ７４

計 １６８

評議員

当選 清水 洋 １２３

当選 益田晴恵 １０８

当選 北 逸郎 １０５

当選 富樫茂子 １０５

当選 野尻幸宏 ９９

当選 乗木新一郎 ９８

当選 野崎義行 ９７

当選 長尾敬介 ９６

当選 佐野有司 ９２

当選 和田秀樹 ９１

当選 鍵 裕之 ９０

当選 植松光夫 ８８

当選 南川雅男 ８７

当選 佐竹 洋 ８７

当選 坂田 将 ８３

当選 奈良岡浩 ８３

当選 川幡穂高 ８１

当選 圦本尚義 ７９

当選 米田成一 ７７

当選 篠原宏志 ７４

次点 高田秀重 ６９

才野敏郎 ６８

山本鋼志 ６８

田上英一郎 ６７

原田尚美 ６４

福島和夫 ６１

井上久幸 ５９

当選＊石橋純一郎 ２７

村江達士 １７

日高 洋 １５

増澤敏行 １３

中山英一郎 １２

１０票以下 ６７人

無効 ５

白票 ８４１

計 ３３６０

＊役員選出細則第６条�２による

日本地球化学会
「柴田賞・学会賞・奨励賞・功労賞」
２００２年度受賞候補者推薦の募集

応募期限 ２００２年１月３１日�木
日本地球化学会授賞規定により，柴田賞・学会賞・

奨励賞・功労賞受賞候補者の推薦を募集いたします。

つきましては，下記ご参照のうえ，会員各位のご関

係で適当と思われる受賞候補者を自薦他薦を問わずご

推薦くださるようお願いいたします。

候補者の資格

（柴田賞）地球化学の発展に関し，学術上顕著な功績

のあったもの。

（学会賞）地球化学の分野で特に優秀な業績を収めた

本会会員。

（奨励賞）１９６７年４月２日以降に生まれた本会正会員

（学生会員を含む）で，地球化学の進歩に

寄与する優れた研究を為し，なお，将来の

発展を期待しうる者。

（功労賞）わが国の地球化学あるいは本会の発展に関

し特に寄与のあった者。

募集の方法：本会会員の推薦による。

推薦の方法：所定用紙に記載した推薦者を２００２年１月

３１日�までに学会事務局へ（当日消印有
効）。

提出先：〒文京区本駒込５―１６―９

	日本学会事務センター内
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日本地球化学会受賞者選考委員会

推薦の書式は，会員名簿（２００１年度版）のハンド

ブック部（８９ページ）に記載されています。これをコ

ピーして使用するか，同様の書式をワープロ等で作成

して使用してください。なお，書式のわからない場合

や，この件についてのお問い合わせは本会庶務担当幹

事（下記）まで。

坂田 将（２００１年１２月まで）

産業技術総合研究所 地圏資源環境研究部門

資源有機地化学研究グループ

〒３０５―８５６７ つくば市東１―１―１ 中央第７

Tel：０２９８―６１―３８９８，Fax：０２９８―６１―３６６６

E-mail : su-sakata@aist.go.jp

鍵 裕之（２００２年１月以降）

〒１１３―００３３ 東京都文京区本郷７―３―１

東京大学大学院理学系研究科地殻化学実験施設

Tel：０３―５８４１―７６２５or４４５０，Fax：０３―５８４１―４１１９

E-mail : kagi@eqchem.s.u-tokyo.ac.jp

２００２年度第１回鳥居基金助成の募集について

２００２年度第１回鳥居基金助成の募集の締切は２００２年

１月３１日�となります。本学会ホームページ，または
「地球化学」Vol．３５特別号（２００１年版会員名簿）号

末の日本地球化学会ハンドブック２００１に応募要項・様

式がありますのでご参照の上，応募書類を下記宛に提

出して下さい。

〒１１３―８６２２ 東京都文京区本駒込５―１６―９

	日本学会事務センター内
日本地球化学会鳥居基金委員会

なお本件に関する問い合わせは庶務幹事（下記）ま

で。

坂田 将（２００１年１２月まで）

産業技術総合研究所 地圏資源環境研究部門

資源有機地化学研究グループ

〒３０５―８５６７ つくば市東１―１―１ 中央第７

Tel：０２９８―６１―３８９８，Fax：０２９８―６１―３６６６

E-mail : su-sakata@aist.go.jp

鍵 裕之（２００２年１月以降）

〒１１３―００３３ 東京都文京区本郷７―３―１

東京大学大学院理学系研究科地殻化学実験施設

Tel：０３―５８４１―７６２５or４４５０，Fax：０３―５８４１―４１１９

E-mail : kagi@eqchem.s.u-tokyo.ac.jp

注意：国内研究集会助成の応募にあたりましては，

次の記事のとおり，日本地球化学会ハンドブック２００１

の中の応募様式�―B（１０４ページ）に誤植が有ります

ので，ホームページ，もしくは本ニュースの巻末（３６

ページ）に掲載の応募様式をご使用下さい。

鳥居基金助成の応募様式について（訂正）

「地球化学」Vol．３５特別号（２００１年版会員名簿）

号末の日本地球化学会ハンドブック２００１に掲載した，

鳥居基金助成の国内研究集会用応募様式�―B（１０４

ページ）に誤植が有ります。お詫びとともに，以下の

とおり訂正致します。

様式�―Bの中の項目名

（誤）〔渡航目的・期間・主な渡航国〕

（正）〔集会名，集会の目的・期間・主な参加者〕

（誤）〔研究の目的〕

（正）〔基金の主な使途と必要性等〕

なお，訂正後の応募様式�―Bは，本学会ホームペー

ジの他，本ニュースの巻末（３６ページ）にも掲載しま

したので，応募の際にご使用ください。本件に関する

問い合わせは庶務幹事（下記）まで。

坂田 将（２００１年１２月まで）

産業技術総合研究所 地圏資源環境研究部門

資源有機地化学研究グループ

〒３０５―８５６７ つくば市東１―１―１ 中央第７

Tel：０２９８―６１―３８９８，Fax：０２９８―６１―３６６６

E-mail : su-sakata@aist.go.jp

鍵 裕之（２００２年１月以降）

〒１１３―００３３ 東京都文京区本郷７―３―１

東京大学大学院理学系研究科地殻化学実験施設

Tel：０３―５８４１―７６２５or４４５０，Fax：０３―５８４１―４１１９

E-mail : kagi@eqchem.s.u-tokyo.ac.jp
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日本地球化学会授賞規定・
学会賞受賞者選考細則の改正について

Geochemical Journal論文賞の新設に伴い，標記授

賞規定・選考細則が改正されました。主な改正点は以

下のとおりです。

１．日本地球化学会授賞規定

１）第１条の最後（日本地球化学会功労賞の次）に以

下の項を追加する。

Geochemical Journal論文賞（The Geochemical

Journal Award）

２）以下の条文を追加する。

第６条：Geochemical Journal論文賞は，Geo-

chemical Journalに掲載された優れた論文の著

者に授与する。

２．日本地球化学会学会賞受賞者選考細則

１）第１条の条文中に下線部を加える。

この細則は（中略）日本地球化学会功労賞，Geo-

chemical Journal論文賞（以下学会賞等という）

の受賞者の選考手続きを定める。

２）第５条の最後に以下の条文を追加する。

ただし，Geochemical Journal論文賞の受賞候補

者については，Geochemical Journal編集委員長

が編集委員会の議を経て，３月末日までに受賞者

選考委員会に推薦する。

なお，改正後の授賞規程・選考細則の全文は本

ニュースの巻末（２９～３０ページ）に掲載のとおりで

す。本件に関する問い合わせは庶務幹事（下記）まで。

坂田 将（２００１年１２月まで）

産業技術総合研究所 地圏資源環境研究部門

資源有機地化学研究グループ

〒３０５―８５６７ つくば市東１―１―１ 中央第７

Tel：０２９８―６１―３８９８，Fax：０２９８―６１―３６６６

E-mail : su-sakata@aist.go.jp

鍵 裕之（２００２年１月以降）

〒１１３―００３３ 東京都文京区本郷７―３―１

東京大学大学院理学系研究科地殻化学実験施設

Tel：０３―５８４１―７６２５or４４５０，Fax：０３―５８４１―４１１９

E-mail : kagi@eqchem.s.u-tokyo.ac.jp

合同大会レギュラーセッション
「固体地球化学・惑星化学」のお知らせ

今年合同大会で「固体地球化学・惑星化学」という

セッションを行いました。このセッションは，レギュ

ラーセッションとして数年間続ける予定です。来年度

も開催しますので，多くの方に参加していただくこと

を期待します。セッション情報は http : //www.epsu.

jp/jmoo 2002/で見ることができます。このセッショ

ンでは，地球物質（地球内部物質を含む），月試料，

隕石，惑星間物質などに関連する問題を同位体地球化

学，物質化学など広い角度から議論します。地球化学

に限らず広い範囲からの講演者が集まって活発な議論

ができればと考えています。ミニ地球化学会になって

は春にセッションを開く意義も薄れるので，大学院生

を含んだ若手研究者，そして他学会の研究者が自由に

討論できる雰囲気作りに努めたいと思います。多くの

方がた，特に学生さん，若手の方に是非参加していた

だければと思います。ご意見等ありましたら，鈴木勝

彦（suzuki@bep.vgs.kyoto-u.ac.jp），鍵裕之（kagi@

eqchem.s.u-tokyo.ac.jp），三 浦 弥 生（yayoi@eri.u-

tokyo.ac.jp），橋爪光（kohash@ess.sci.osaka-u.ac.jp）

までお寄せ下さい。

２００１年度第２回日本地球化学会評議員会議事録

日時：２００１年６月９日� １２：３０～１９：００

場所：東大山上会館００２会議室

出席者：松久幸敬会長，野津憲治副会長，石橋純一

郎，海老原充，蒲生俊敬，河村公隆，齋藤和

男，坂田将，田中剛，富樫茂子，中井俊一，

長澤宏，野尻幸宏，乗木新一郎，益田晴恵，

松田准一，村江達士（以上評議員）

１．２００１年度第１回評議員会議事録の承認

２．報告事項

２．１ 庶務・幹事会（坂田評議員）：【庶務一般】化学

図書・情報センターの改組に伴い，日本化学会との

間での雑誌交換の停止（４．６）【日本学術振興会】平

成１２年度科学研究費補助金「研究成果公開促進費」

（学術定期刊行物）の確定通知書受領（確定額３３０

万円）（３．１３）平成１３年度同科研費の交付内定書受

領（内定額４６０万円）（４．１６）平成１３年度同科研費の

交付申請書提出（５．１２）【研究助成等】日産科学振

興財団より平成１２年度学術研究助成の審査結果受領
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（奨励研究１件（申請者：角皆潤会員）が採択）地

球化学研究協会より２００１年度「三宅賞」と「奨励

賞」の推薦依頼公示（締切：８．３１）２００１年度第１回

鳥居基金助成の決定と実施（３．２７）２００１年度第２回

鳥居基金助成の募集（締切：７．３１）日産科学振興財

団：奨励研究候補者（助成対象が「地球表層環境に

関する基礎研究」など４課題に限定，学会締切：

８．１０），日産科学賞推薦依頼（学会締切：７．３１）【学

術会議】科学研究費補助金に係る審査委員候補者

（細目「地球化学」第一段審査委員６名と分科「地

球科学」第二段審査委員２名）を地球化学・宇宙

化学研連に推薦（４．２０）【後援・共催等】「IUGG

2003」（２００３．６．３０～７．１１，札幌）共催，準備金２

口４万円の資金援助（貸与），「２００２年度Western

Pacific Geophysical Meeting」（７．９～１２，Welling-

ton，NZ）共催（プログラム委員として篠原宏志会

員を推薦），「第４回国際レルゾライト会議」

（２００２．８．２６～９．３，北海道様似町）後援，「第４５回

粘土科学討論会」（９．１３～１４，東洋大朝霞キャンパ

ス）共催，「ESR放射線量計測と年代測定の新戦略

（国際シンポジウム）兼，第１７回 ESR応用計測研

究発表会」（１０．２５～２７，阪大基礎工学部シグマホー

ル）協賛【献本】土器屋由紀子，岩坂泰信，長田和

雄，直江寛明編著「山の大気環境科学」（養賢堂）

【幹事会】２００１年６月２日�１２：３０～１８：００に学士
会館分館会議室で開催。出席者：松久会長，野津副

会長，植松，海老原，坂田，中井，松田各幹事。第

２回評議員会の議事内容について整理。

２．２ 会計（海老原評議員）：２００１年度の実施状況は例

年並。GJの出版助成が増額となり，Goldschmidt

Conference準備基金に３０万円積み立てることが可

能。２００２年度は２００１年度を参考とし，Goldschmidt

Conference準備基金に３０万円積み立てるほか，GJ

編集費の増額，５０周年記念事業のための予算を計上

する予定。

２．３ 編集

２．３．１ GJ・出版関係（松田評議員）：【GJ】Vol．３５，

No．１，２の出版が完了した。

２．３．２ 地球化学（蒲生評議員）：Vol．３５，No．１の出

版が完了した。微量有機物の環境地球化学（人為起

源分子指標）の特集号は発行を中止し，投稿原稿は

通常号に掲載する。日本地球化学会５０周年を記念し

て２００３年に特集号を発行する方向で検討中。依頼原

稿において，著者からカラーページの印刷の希望が

ある場合，費用負担（個人／学会）は会計幹事と相

談の上で決める。

２．３．３ ニュース（中井評議員）：No．１６４を発行した。

２．４ 行事

２．４．１ ２００１年度年会（長澤評議員）：実行委員会は長

澤宏（委員長），垣内正久，平田岳史，鍵裕之，渡

辺修一の各氏。地球化学会ニュース，「化学と工

業」に案内を掲載する。ホームページを作った。企

業に広告・展示の依頼を始めており，それ以外に情

報があれば教えてほしい。

２．４．２ ２００２年度年会（吉田評議員，代理：松久会

長）：坂元隼雄会員が鹿児島大学での開催を承諾。

５０周年記念年会とする。

２．４．３ ２００３年度年会（吉田評議員，代理：松久会

長）：Goldschmidt 2003との関連で，開催時期や内

容についてなお検討が必要。今年の年会でアンケー

トをとり，結論を出す。

２．４．４ ２００１年度地球惑星科学関連学会合同大会（吉

田評議員，代理：坂田評議員）：６月４日
～８日
� 国立オリンピック記念青少年総合センターにて

開催された。参加者数２，３５８名。

２．４．５ Goldschmidt 2001（吉田評議員，代理：松久

会長）：２００１年５月２０日から２４日まで，バージニア

州Hot Springsで開催。シンポジウム４３テーマ，

並列会場９～１１。参加者９００名，発表は口頭７４５編，

ポスター１６４編。久城育夫氏が Goldschmidt Medal

を受賞。来年はスイスのダボスで８月１８日から２３日

まで開催予定。

２．４．６ GS Seminar（松久会長）：１０月１４日�午後か
ら１６日正午まで，生産性国際交流センター（神奈
川県葉山町湘南国際村）で，R. N. Clayton, R. K.

O’Nions両氏を講師として，Geochemical Society,

Goldschmidt 2003組織委員会，日本地球化学会の

共同開催でセミナーを開く。責任者は Geochemical

Societyの International Secretaryの高橋栄一氏。

２．５ 会員（植松評議員，代理：坂田評議員）：６月末

に会員名簿を発行する。

２．６ 委員会

２．６．１ 学会賞等受賞者選考委員会（海老原評議員）

２００１年度の柴田賞，学会賞，奨励賞の受賞候補者を

選考し，５月末に会長に報告した。

２．６．２ 鳥居基金委員会（田中評議員）：２００１年度第１

回鳥居基金助成として，海外渡航２件（高橋嘉夫会

員と永峰康一郎会員）に対し交付を決定した。
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２．６．３ 地球化学講座編集委員会（松久会長）：３巻程

度を一括りにして出版し，全巻を１年以内に刊行予

定。

２．６．４ Goldschmidt 2003組織委員会（松久会長）：

学術会議の平成１５年度共同主催国際会議に応募した

が，不採択。LPIからの支援（参加登録等の業務委

託）は得られなくなった。すでに国内に Program

委員会を発足させたが，来年のスイス大会から In-

ternational Program Committeeが設置されること

になった。メンバーの半数を開催国から出す。日本

側の対応を検討中。

２．６．５ 電子出版化検討委員会（松田評議員）：過去の

論文の CD-ROM化のため，Vol．１から Vol．３０ま

での外国人著者に対するコピーライト委譲確認の手

紙を発送。USGS所属著者から非営利目的に限り

譲渡可能との回答あり，CD-ROMを有料頒布でき

ないことが判明。ただし図書館から CD-ROMの希

望があれば，購読契約を勧める契機になる。ウェブ

サイト上での GJ論文の公開を２０００年から開始した

が，論文誌の売り上げの影響を見ながら，２００３年以

降有料化する方向で検討する。

２．６．６ 名誉会員推薦委員会（野津副会長）：４月に名

誉会員の野口喜三雄先生と P. K. Kuroda先生がご

逝去。現在名誉会員は９名。

２．６．７ 将来計画委員会（野津副会長）：６月９日に東

大山上会館において委員会を開催。年会期間中に夜

間小集会を行う。Goldshcmidt 2003についての報

告の他，「地球化学の進む道と環境学」と題し国立

研究所や大学の独法化問題も併せて討論する。５０周

年記念事業として，当学会に有形，無形の支援を

行った企業等団体に対し感謝状を出す。一般向け

ホームページを作成することも検討中。ホームペー

ジの作成・維持経費について次の評議員会までに調

べる。来年１月以降は５０周年記念事業実行委員会を

設置し，事業の進め方について検討する。

２．６．８ 選挙管理委員会（中井評議員）：２００２～２００３年

度役員選挙の公示をニュースに掲載する。立候補・

推薦の届出の締切は７月２３日
必着。投票用紙を８
月中旬に発送し，投票の締切は９月２１日�。

２．７ 学術会議

２．７．１ 地球化学・宇宙化学研連（田中評議員）：第１８

期第２回委員会が５月１０日に開かれた。平成１４年度

科研費の細目「地球化学」第１段審査委員候補者

と，分科「地球科学」第２段審査委員候補者を選出

し，推薦した。第２回地質科学総合研究連絡委員会

が５月１４日に開かれ，研連組織の見直しについて，

研連の削減（専門委員会化）か／研連委員の削減か

議論した。地球化学・宇宙化学研連としては，研連

委員の数を減らす方が適当と判断。科研費の申請件

数が１００件を下回ると，分科細目の見直し対象にな

る恐れあり。学会の会員数が１，０００名を下回ると，

学術会議会員選挙における投票数が減る。

２．７．２ 陸水研連（赤木会員，代理：坂田評議員）：地

物関連の研連委員数の削減要求（第四部会長）に対

し，陸水研連では，専門委員会への移行で対応すべ

きという意見が多い。科研費審査委員の推薦依頼に

対し，地球化学会の関連分野の会員２名を推薦。

IUGG 2003で研連としてセッション「東アジアの

水循環・水問題に関する課題」を立てるが，内容に

鑑み地球化学会からは世話人を推薦せず。IUGG

2003の共同開催に向けて募金委員の推薦依頼が

あったが，地球化学会は Goldschmidt 2003を控え

ており，推薦を辞退。第１８期第２回委員会が３月７

日に開かれた。議事は委員長報告（日本学術会議理

学総合連絡会，地物研連，IAHS国内委員会），活

動の計画など。

２．７．３ 鉱物研連鉱床学専門委員会（千葉会員，代

理：坂田評議員）：第１８期第２回委員会が３月５日

に開かれた。分科・細目，研連統廃合，科研費審査

方式についての報告の後，今期の活動方針について

議論した。

２．８ 連絡会等

２．８．１ 地球惑星科学関連学会連絡会（吉田評議員，

代理：松久会長，坂田評議員）：第２３回連絡会が４

月２０日に開かれ，議事は２００１年合同大会準備報告，

IUGG準備状況報告など。第２４回連絡会（拡大連

絡会）が６月８日に開かれ，議事は２００１年合同大会

報告，２００２年合同大会準備報告，IUGG準備状況報

告，２００１～２００２年度連絡会幹事の選出など。２００１～

２００２年度連絡会幹事は資源地質学会が担当となり，

日本地球化学会は２００２～２００３年度の連絡会幹事とな

る予定。

３．審議事項

３．１ 会員の異動

３．１．１ 入退会者の承認：２００１年１月１日から３月３１

日までの入退会者を以下のとおり承認した（敬称

略）：

【入会】３名（一般正会員３名（うち海外正会員１
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正会員 （一般正会員）（学生）（シニア） 賛助会員 名誉会員 計 （在外）

２００１．１．１ １０２７ （９００）（１２０） （７） １９ １１ １０５７ （５３）

入会 ３ （３） ３ （１）

退会 １７ （１５）（２） １ １８ （１）

変更 ０ （＋３）（－３） ０（＋１）

推挙

除籍 １７ （９） （８） １ １８

２００１．３．３１ ９９６ （８８２）（１０７） （７） １７ １１ １０２４ （５４）

名））

２１６７海 松本克美 MATSUMOTO Katsumi

AOS Program, Princeton Univ.,

Sayre Hall, Forrestal Campus

２１６８ 上田眞吾 UEDA Shingo

日本大学生物資源科学部一般教養

２１６９ 谷口真人 TANIGUCHI Makoto

奈良教育大学地学教室

【退会】正会員１７名（一般正会員１５名（うち海外正会

員１名），学生会員２名），賛助会員１件

伊藤和男，黒田直，中川良三，酒井幸子，薩摩林光，

塩沢孝之，池上尚，河内晋平，神谷知子，渋谷明貴，

小出良幸，小松善伸，内海茂，HARALD Puchelt,

ALIBO DIA Sotto，津波綾乃，㈲オーレック代表取

締役 鈴木利幸，蟹澤聰史

【除籍】正会員１７名（一般正会員８名，学生会員９

名），賛助会員１件

満田伯，二宮修治，平一弘，石井史，吉川清志，黒

崎太郎，永淵修，米田裕義，佐藤芳和，梶塚泉，春日

井智恵，大日向裕，小棚木章直，平岩万奈，佐藤徹朗，

小池素子，高嶺朝一郎，日本電子㈱名古屋支店 野元

政男

２００１年３月３１日現在の会員数

３．１．２ シニア正会員の承認：小澤竹二郎会員のシニ

ア正会員への変更を承認した。

３．２ 学会賞等受賞者の承認：学会賞等受賞者選考委

員会の海老原委員長から２００１年度柴田賞，日本地球

化学会賞及び日本地球化学会奨励賞の選考結果，及

び選考理由の報告が行われ，承認された。受賞者は

以下のとおり（敬称略）：（柴田賞）増田彰正，（日

本地球化学会賞）日下部実，野崎義行，（日本地球

化学会奨励賞）松本拓也。

３．３ ２０００年度の決算報告について：海老原会計幹事

から２０００年度の決算について報告があり，審議の

後，これを承認した。

３．４ テラ学術図書出版との覚え書きについて：２００２

年度の覚え書きについて，２００１年度覚え書きの内容

を一部改訂（為替レート，販売最低保証数を変更）

することが提案され，審議の後，承認した。

３．５ GJ論文賞の新設について：将来計画委員会の

野津委員長から GJ論文賞を新設する提案があり，

審議の後，承認した。これに伴う日本地球化学会授

賞規定，日本地球化学会学会賞受賞者選考細則の改

正について検討を行った。次回の評議員会において

規定，細則の改正を審議する。

４．次回以降の幹事会，評議員会の日程

１０月６日� 第３回幹事会

（東大山上会館 １２：３０～１７：００）

１０月１７日� 第３回評議員会

（学習院大学 １４：００～１８：００）

１０月１９日� 総会（学習院大学）

１０月２０日� 第４回評議員会（新旧合同，学習院

大学 １７：００～１８：００）

２００１年度第３回日本地球化学会評議員会議事録

日時：２００１年１０月１７日� １４：００～２０：００

場所：学習院大学理学部内会議室

出席者：松久幸敬会長，野津憲治副会長，海老原充，

蒲生俊敬，河村公隆，齋藤和男，坂田将，佐

竹洋，田中剛，富樫茂子，中井俊一，長澤宏，

野尻幸宏，乗木新一郎，益田晴恵，松田准

一，村江達士，吉田尚弘（以上評議員）

１．２００１年度第２回評議員会議事録の承認

２．報告事項

２．１ 庶務（坂田評議員）：【庶務一般】２００２年度 GJ・

地球化学の販売に関する覚え書きをテラ学術図書出

版と交換（７．５）【文部科学省】平成１４年度科学研究

費補助金研究成果公開促進費「研究成果公開発表

�」の公募要領受領（９．２７）【日本学術振興会】平
成１３年度科学研究費補助金「研究成果公開促進費」

（学術定期刊行物）交付決定通知の受領（６．８）同

科研費補助金の交付請求書の提出（６．２０）受領

（７．６）平成１４年度科学研究費補助金「研究成果公

開促進費」（学術定期刊行物）公募要領公開【研究

助成等】日産科学振興財団より日産科学賞の募集

（財団締切：８．３１）日産学術研究助成の奨励研究に
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３件推薦，日産科学賞候補者に１名推薦（８．１５）	
沖縄協会より平成１３年度沖縄研究奨励賞受賞候補者

の推薦依頼（学会推薦）の公示（学会締切：９．１７）

女性科学者に明るい未来をの会より２００２年度「猿橋

賞」受賞候補者（締切：１１．３０）と研究奨励賞候補

者（締切：１１．３０と２００２．４．３０）の推薦依頼公示	日
本科学協会より平成１４年度笹川科学研究助成募集公

示（締切：１０．３１）２００１年度第２回「鳥居基金」助

成決定と実施（１０．３）	とうきゅう環境浄化財団
（多摩川及びその流域の環境浄化に関する研究）の

助成公示（締切：２００２．１．１５）【後援・共催等】「日

本地熱学会平成１３年学術講演会」（１２．３～５，名大豊

田講堂及びシンポジオン）協賛「IUGG 2003」

（２００３．６．３０～７．１１，札幌）共催のための資金援助

（１９９７～２０００年度分８万円）に対する借用書受領，

新たな資金援助依頼（２００１年度分２万円）「第４０回

原子力総合シンポジウム」（２００２．５．２１～２２，千代田

区立内幸町ホール）共催【幹事会】２００１年１０月６日

� １２：３０～１９：００に東大山上会館２０３会議室で開

催。出席者：松久会長，野津副会長，植松，海老原，

蒲生，坂田，中井，松田，吉田幹事。２００１年度第３

回評議員会の議事内容について整理。

２．２ 編集

２．２．１ GJ・出版関係（松田評議員）：【GJ】Vol．３５，

No．３，４の出版が完了した。

２．２．２ 地球化学（蒲生評議員）：Vol．３５，No．２，３

の出版が完了した。日本地球化学会５０周年を記念し

て２００３年に特集号を計画しており，意見をいただき

たい。総説や博士論文抄録も含め，投稿を推奨して

いただきたい。

２．２．３ ニュース（中井評議員）：No．１６６を発行した。

２．３ 行事

２．３．１ ２００１年度年会（長澤評議員）：現在発表申込

２６０名，参加申し込み２２０名。会計の収支は赤字にな

らない見通し。Webでの講演申込について反省点

もあったが，今回のシステムが役立つならば今後活

用してもらいたい。

２．３．２ ２００２年度年会（吉田評議員）：９月下旬～１０月

上旬に鹿児島大学で開催予定。

２．３．３ ２００３年度年会（吉田評議員，野津将来計画委

員長）：今年の年会期間中，開催時期や内容に関す

るアンケートをとる。

２．３．４ ２００２年度地球惑星科学関連学会合同大会（吉

田評議員）：２００２年５月２７日～３１日に国立オリン

ピック記念青少年総合センターにて開催予定。R

セッションは９月に決定済み。Uセッションと S

セッションは１０月中に公募締切で，１１月に決定の予

定。講演申込は来年１月上旬に開始，２月２８日締切。

２．３．５ Goldschmidt 2002（吉田評議員）：２００２年８

月１８日から２３日まで，スイスの Davosで開催予定。

２．３．６ GS Seminar（松久会長）：１０月１４日�午後か
ら１６日正午まで，生産性国際交流センター（神奈
川県葉山町湘南国際村）で開催された。５０名（過半

数が院生）の参加があり，講師（Clayton先生と

O’Nions先生）と運営担当（Geochemical Society

高橋栄一氏と平田岳史会員）各位のご協力，ご尽力

により成功裏に終わった。

２．３．７ ５０周年記念公開講演会（坂田評議員）：鹿児島

大学の坂元会員を中心に，２００２年に鹿児島で開催す

る予定。桜島火山と鹿児島湾をキーワードとして企

画立案中。

２．４ 会員（植松評議員，代理：坂田評議員）：名簿改

訂の際行った会員へのアンケートを集計した。詳細

は資料のとおり。

２．５ 委員会

２．５．１ 鳥居基金委員会（田中評議員）：２００１年度第２

回鳥居基金助成として，海外渡航１件（池原実会

員，AGU 2001 Fall Meeting），国内研究集会１件

（平田岳史会員，同位体地球化学ショートコース）

に対し交付を決定した。今期委員会の意見として，

１）第１回と第２回の募集における助成の対象期間

をそれぞれ３月から１０月まで，及び９月から４月ま

でに変更する（現在より前後１ヵ月長くする）こ

と，２）鳥居基金委員会の委員長は評議員であるこ

とを必要とすること，を提案する。次期鳥居基金委

員会と評議員会で検討してもらいたい。

２．５．２ 地球化学講座編集委員会（松久会長）：３巻程

度を一括りにして出版する計画であり，今後個別に

進捗状況の把握と推進に努める。

２．５．３ Goldschmidt 2003組織委員会（松久会長）：

脇田宏監事を委員長とする募金委員を発足した。今

後，募金を受ける組織として認定（免税措置）を受

けるための申請を行う。International Program

Committeeが設置されるため，日本側の対応につ

いてプログラム委員会の松田委員長を中心に検討を

進めている。

２．５．４ 電子出版化検討委員会（松田評議員）：過去の

論文の CD-ROM化のため，Vol．１からの総ての著
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者に対するコピーライト委譲確認の手紙の発送を終

了した。ウェブサイト上の GJ論文へのアクセスの

有料化に向け㈲テラパブに価格の検討を依頼した。

同社からインターネット上のレター専用雑誌の創刊

を勧められたが，査読の問題等，現状では対応が困

難と回答した。

２．５．５ 将来計画委員会（野津副会長）：１０月１８日１８時

から年会の B会場で夜間小集会を行う。内容は１）

2003 Goldshcmidt Conferenceに向けての準備状況

（松久会長），２）環境学の中での地球化学（大学

における再編の中で）（田中評議員），及び３）日本

地球化学会５０周年に向けて（野津副会長）。

２．５．６ 選挙管理委員会（中井評議員）：２００２～２００３年

度役員選挙結果は資料のとおり。

２．６ 学術会議

２．６．１ 地球化学・宇宙化学研連（田中評議員）：現地

質総合研連委員長の米倉伸之氏がご逝去，後任は鹿

児島大の岩松あきら氏。科研費補助金の分科細目見

直し案が資料のとおり出され，将来キーワード方式

審査が導入される見通し。地球化学を特徴づける

（他と重ならない）キーワードを多く出す必要があ

る。科研費の申請件数が１００件を下回ると，分科細

目の見直しの際，他と統合になる恐れがあり，申請

を多く出していただきたい。

２．６．２ 鉱物研連鉱床学専門委員会（千葉会員，代

理：坂田評議員）：第１８期第３回委員会が３月５日

に開かれた。詳細は議事録のとおり。

２．７ 連絡会等

２．７．１ 地球惑星科学関連学会連絡会（吉田評議員）：

２００２年開催の合同大会に日本地球化学会が共催学会

として参加すると報告（２００１年８月２日）。学会選

出プログラム委員として中塚武会員（正）と木多紀

子会員（副）を推薦。同大会の Rセッション「水

循環・水環境」への協力要請が丸井敦尚氏（日本地

下水学会）からあり，杉本敦子会員を中心に積極的

に協力する旨，中塚プログラム委員より回答した。

日本地球化学会は２００２年度の連絡会会長を出す予

定。

３．審議事項

３．１ 会員の異動

３．１．１ 入退会者の承認：２００１年４月１日から８月３１

日までの入退会者を以下のとおり承認した（敬称

略）：

【入会】正会員１９名（一般正会員９名（うち海外会員

１名），学生会員１０名）

（４月）

２１７０学 中嶋大輔 NAKAJIMA Daisuke

九州大学大学院理学研究科地球惑星科学専攻

２１７１学 山比羅守 YAMAHIRA Mamoru

上智大学大学院理工学研究科化学専攻

２１７２学 仙田量子 SENDA Ryoko

名古屋大学大学院理学研究科地球惑星理学専攻

（５月）

２１７５ 松本一郎 MATSUMOTO Ichiro

島根大学教育学部地学研究室

２１７６学 土岐知弘 TOKI Tomohiro

北海道大学大学院理学研究科地球惑星科学専

攻第３グループ

（６月）

２１７７ 吉田英一 YOSHIDA Hidekazu

名古屋大学博物館資料分析系

２１７８ 加藤健二 KATO Kenji

新潟県保健環境科学研究所

（７月）

２１７９海 伊礼 聡 IREI Satoshi

Ctr. for Atmospheric Chemistry,

York Univ.

２１８０ 大沼章子 OHNUMA Shoko

愛知県環境調査センター衛生研究所

２１８１学 浅海竜司 ASAMI Ryuji

東北大学大学院理学研究科地学専攻

２１８２学 藪崎志穂 YABUSAKI Shiho

筑波大学大学院地球科学研究科地理学・水文

学専攻

２１８３ 穴澤活郎 ANAZAWA Katsuro

鹿児島大学理学部

２１８４ 池内嘉宏 IKEUCHI Yoshihiro

原子力安全委員会事務局

２１８５学 遠山和大 TOYAMA Kazuhiro

富山大学理工学研究科

（８月）

２１８６ 小栗一将 OGURI Kazumasa

海洋科学技術センター固体地球統合フロン

ティア研究システム

２１８７学 渡邊隆広 WATANABE Takahiro

東京都立大学大学院理学研究科化学専攻

２１８８学 力石嘉人 CHIKARAISHI Yoshito
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正会員 （一般正会員）（学生）（シニア） 賛助会員 名誉会員 計 （在外）

２００１．４．１ ９９６ （８８２）（１０７） （７） １７ １１ １０２４ （５４）

入会 １９ （９）（１０） １９ （１）

退会 ６ （５） （１） １２：逝去 ９ （２）

変更 ０ （＋１６）（－１７）（＋１） ０（＋１）

推挙

除籍

２００１．８．３１ １００９ （９０２）（９９） （８） １６ ９ １０３４ （５４）

東京都立大学大学院理学研究科化学専攻

２１８９学 DERBALAH Aly Saliman H

東京都立大学大学院理学研究科化学専攻

２１９０ SATISH-KUMAR M.

静岡大学理学部生物地球環境科学科

【退会】正会員６名（一般正会員５名（うち海外会員

１名），学生会員１名），賛助会員１件，名誉

会員２名

寒川強，由佐悠紀，宇都宮彬，BRINCAT David，

小泉宝之，丸文㈱科学機器部 橋本充央，野口喜三雄

（逝去），KURODA P. K.（逝去），TAYEL El Hasan

【変更】０４０７正→シニア 小澤竹二郎

２００１年８月３１日現在の会員数

３．２ 会費滞納者の除籍について：植松評議員からの

提案書をもとに審議した結果，今年度会費滞納５年

以上の会員については，１０月末まで督促を行い，会

費納入の見通しが立たない場合に除籍とすることを

承認した。また来年度以降は３年以上の会費滞納者

に対して警告書を送ることとした。ただし，除籍の

対象となる会費滞納年数を３年に短縮することは現

時点では見送ることとし，次期評議員会で引き続き

検討してもらう。会費の口座引き落としのための申

請用紙を会費請求書に同封するように，会員幹事か

ら学会事務センターに指示する。

３．３ ２００１年度総会議事次第及び提出議案について：

２００１年度総会の議事内容を整理し，議事次第を決め

た。次いで同総会に提出する議案として，２０００年度

事業報告および決算報告ならびに監査報告，２００１年

度事業中間報告および会計中間報告，２００２年度事業

計画および予算案を審議し，承認した。

３．４ 学会賞等受賞者選考委員会委員の選出：２００２～

２００３年度の学会賞等受賞者選考委員会委員として，

野崎義行評議員，日下部実評議員の２名を選挙によ

り選出した（次点：長尾敬介会員，次次点益田晴恵

評議員）。（留任委員：海老原充評議員，河村公隆評

議員，吉田尚弘評議員）また，２００２年度選考委員会

の委員長を野崎評議員に委嘱した。

３．５ ２００２～２００３年度鳥居基金委員会委員の選出：

２００２～２００３年度鳥居基金委員会委員として，田中剛

評議員，益田晴恵評議員，清水洋会員を選挙により

選出した（次点：松田准一評議員及び富樫茂子評議

員）。また，委員長を益田評議員に委嘱した。

３．６ 日本地球化学会授賞規定，日本地球化学会学会

賞受賞者選考細則の改正について：坂田評議員よ

り，GJ論文賞の新設に伴う同規定，細則の改正案

が出され，一部修正の後，承認した。

３．７ IUGG 2003の資金援助について：IUGG 2003組

織委員会に対し，２００１年度分担金として２万円の支

援（貸与）を行うことを承認した。

３．８ 次期評議員会への申し送り：今期評議員会から

次期評議員会に引き継ぐべき事項を整理した。

４．次回以降の幹事会，評議員会の日程

１０月１９日� 総会（学習院大学）

１０月２０日� 第４回評議員会（新旧合同，学習院

大学 １７：００～１８：００）

第１８期第２回惑星科学専門委員会議事録

日時：平成１３年１０月８日
 １２：００～１３：３０

場所：岡山理科大学十学舎１１０６２教室

出席者：中澤，土山（以上委員），水谷，香内，渡部

（以上オブザーバー），林，山本，井田（以

上日本惑星科学会からの臨時オブザーバー）

配布資料：『科研費分科細目の見直し』（資料２―１）

『第４部委員会組織』（資料２―２）

『研究費アンケート』（資料２―３）

『日本天文学会による宇宙３機関統合に関

する要望書』（参考資料２―１）

報告に先立ち，中澤委員長より「本日の審議事項は

日本惑星科学会との関わりが深いいことから，同学会

林，山本両副会長，井田編集委員長の同席をお願いし

たので認めて欲しい」旨発言があり，了承された。

Ⅰ．報告

中澤委員長より下記の通り各種報告があった。

１．第１回地球物理学研究連絡委員会（１３年１月１０日

開催）
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表記研連では，今期委員会の運営方法につき確認

したほか，同研連傘下の各課題別研連の活動状況報

告並びに IUGG札幌大会準備状況の報告があっ

た。

２．第２回地球物理学研究連絡委員会（１３年６月１９日

開催）

１）IUGG準備状況

IUGG札幌大会の上田組織委員長，末広事務

局長がオブザーバーとして出席し，同委員長よ

り，学術会議との共催が内定したこと，組織委員

会委員が確定したこと，総会テーマ『State of the

Planet』のもと，シンポジウム等の企画を進め

る予定であることなどの報告があった。

２）研連の見直し

研連の見直しに関わり，複数の空き研連と委員

の拠出が求められている旨，入倉委員長より報告

があった。地物研連としては前期より，「地物研

連＋傘下８専門委員会」構想の引継があり，基本

的にはこの構想を軸に検討していくことを確認し

た。また，同時に委員定数の増員要求を行ってい

くべきとの意見が出された。

３）その他

学術会議関係委員会は今後原則としてすべて公

開する事になった旨，委員長より報告があった。

３．科研費の分科・細目見直し

学術審議会科研費分科会ならびに学術体制常置委

員会科研費分科会で検討されている科研費分科・細

目の見直し案の骨子は以下の通りである（資料２―

１）。

・現行の８部制から『総合・新領域系』，『人文社会

系』，『理工系』，『生物系』の４系にくくる。

・現行の２４２細目から２７８細目へと細目数を増やす。

・『理工系』は『数物系科学』，『化学』，『工学』の

３分野から構成する。

・現行の分科名『地球科学』は『地球惑星科学』に

変える。

・細目名『固体地球科学』，『地球化学』はそれぞれ

『地球惑星物理学』，『地球宇宙化学』に変える。

・新方式は平成１５年度から導入され，ほぼ５年ごと

に見直しを行う。

Ⅱ．審議

１．科研費実態調査について

前回の委員会（第１８期第１回委員会）で表記実態

調査を行うことを決めたが，それを受け，具体的な

調査方法について検討した。委員長より，資料２―３

に基づき「前回の議論では，科研費のみを調査項目

としていたが，昨今いくつかの『競争的外部資金』

も大型化し，研究費のなかで大きな比重を占め始め

ていることから，これら研究費についても調査項目

に含めたい」旨発言があり，了承された。その後，

具体的な調査方法につき検討した結果，概ね以下の

通り実施することとした。

・調査対象は日本惑星科学会正会員とする。

・委員会は調査費を持っていないことから，質問文

は学会誌『遊星人』に掲載し，そのページを切り

取り返送してもらう。同時に，web上でも流し，

インターネットによる回答も可能にする。

・アンケート文案は香内WG委員が作成した原案

をもとに，科研費以外の項目を加え，また，web

に流しやすい形にかえる。案作成は委員長が行

う。

・次号『遊星人』に掲載できるよう，作業を急ぐ。

２．研連の見直し

地物研連より検討依頼されている表記事項につき

検討を行ない，本委員会として以下の通り地物研連

に報告することとした。

・『地物研連＋傘下８専門委員会』構想を基づき見

直しを行う。

・傘下８専門委員会が合同したものを地物研連とす

る（物理学研連の方式）。

・傘下８専門委員会は同じ委員定数をもち，平等の

立場に置く。

・緊急な事態に対応できるよう，いくつかの空き定

数を地物研連として保有する。

・可能ならば，地質学系の研連にも同様の組織構造

を構築するよう呼びかけ，地物・地質両研連の連

絡会をつくる。

３．宇宙３機関統合について

水谷オブザーバーより，表記につき以下の通り報

告があった。

・８月２１日，宇宙科学研究所，宇宙開発事業団，航

空技術研究所（いわゆる宇宙３機関）の組織統合

を行う旨，遠山文部科学大臣より声明が発表され

た。

・これを受け，文部科学省副大臣の下に準備会議が

設けられ，すでに作業に入っている。

・同会議では，平成１３年度末までに組織統合案をと
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りまとめ，平成１４年度には準備費を計上し，平成

１５年４月に統合する，とのスケジュールを決めて

いる。

引き続き，水谷オブザーバーより「この問題は我

が国の宇宙開発，宇宙科学の推進に重大な関わりが

あることから，本委員会でも十分検討してもらいた

い。また，日本天文学会ではこの問題に関連して

『声明文』を準備しているようであり，本委員会と

しても何らかの対外的なアクションをとって欲し

い。」旨，発言があった。これを受け，審議に入っ

たが，主たる意見は以下の通りである。

・宇宙開発後進国であった日本が惑星探査に挑むレ

ベルにまで達したのはこれら３機関の絶大な努力

の結果であり，各機関のもつ良さを保持できる組

織統合でなければならない。不用意な組織いじり

は将来に大きな禍根を残すことになる。

・宇宙研が行ってきた宇宙科学探査は輝かしい成果

を挙げてきたが，これは宇宙研だけで支えてきた

ものではなく，他研究所や多くの大学所属の研究

者の共同作業によるものである。我が国独自のこ

の研究・開発手法を今後とも維持・発展させるこ

とが何より大切であり，これを失うようなことに

なれば，我が国の宇宙科学探査は事実上不可能に

なる。

・探査機，人工衛星による天文・惑星観測分野，関

連開発分野にあっては，宇宙科学研究所が大学の

研究室ではなし得ない高度の大学院教育を“on

the job”で果し，後継者育成に大きな役割を果

してきている。機関統合の後にあっても新たな組

織がこの役割を十分果せるものでなければならな

い。

その後，『対外的なアクション』の取扱について

協議したが，本専門委員会からの『声明』とするに

はいくつかの事務的なステップを踏む必要がある

（委員長）ことから，かなりの時間を要し，タイミ

ングを失する可能性があるため，日本惑星科学会や

その他の関連学会に上記のような意見があったこと

を伝え，学会レベルで対応してもらうよう，委員長

から伝えることとした。

Ⅲ．その他

委員長より，

・行政改革に関連して学術会議の役割を根本的に見

直す必要があるが，全体的なことは上位委員会に

委ねるとして，本委員会の積極的な役割を見出し

ていく必要がある。

・他方，大学は独立法人化され，教育内容の一層の

充実を求められている。

ことから，今後本委員会として，惑星科学関連の学

部，大学院における教育の実状を把握したり，独自

の研究・教育評価方式を模索していきたい旨発言が

あり，今後の課題として取り上げていくことにし

た。

（以上）

鉱物学研究連絡委員会（第１８期・第３回）・
同鉱床学専門委員会（第１８期・第３回）

合同会議議事録

日時：平成１３年５月２１日
 １３：３０～１７：００

会場：日本学術会議 第４部会議室（６階）

出席者：青木謙一郎（学術会議会員），山中高光（鉱

物研連委員長），梶原良道（鉱床専門委委員

長），赤荻正樹，井上厚行，金田博彰，豊遙

秋，松原聡，吉田武義，石渡明，上野宏共，

浦辺徹郎，千葉仁，根建心具，丸山孝彦

欠席者：有馬真，大谷栄治，高橋正樹，松井正典，溝

田忠人

「報告事項」

１．日本学術会議総会および第４部会報告（青木）

＊第１３５回総会（４月２５，２６日）

以下の９つの提案が審議，承認された。

１）国際問題に対するインターアカデミーパネルへ

の加入。

２）国際北極科学委員会への加入。対応する国内委

員会は極地研連である。

３）日本学術会議の部会等の公開に伴う規則等の一

部改正。

４）人類的課題解決のための日本の計画（Japan

Perspective）の提案を平成１３年中に取りまと

め公表する。

５）新しい学術体系についての提案を平成１４年秋ま

でに取りまとめ公表する。

６）日本学術会議の組織，機能，位置づけの改革に

ついて検討する。内閣府の総合科学技術会議で

の日本学術会議のあり方の討議状況を考慮し，

適切迅速に対応する。

７）第１８期評価委員会が日本学術会議の活動全般に
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ついて自己評価報告案を取りまとめる。

８）農業・森林の多面的機能に関する特別委員会の

設置。

９）「２１世紀における人文・社会科学の役割とその

重要性―「科学技術」の新しい捉え方，そして

日本の新しい社会・文化システムを目指して

―」（声明）を出した。

人文・社会科学と自然科学の調和のとれた発展の

必要性や，科学技術基本法の運用に当たって人文・

社会科学の役割の明確化を要望した。

＊第４部会（４月２４，２５日）

科研費補助金の複合領域について，分科細目の見

直し案が提案された。

２．科研費に関する地質科学関係学会等懇談会の報告

（４月１６日，青木）

１）平成１４年度二段，一段審査委員候補者の推薦を

決定した。

２）平成１５年度以降の審査委員候補者の選出方法に

ついては，それぞれの窓口研連において適切な

案を作成，検討する。

３）本懇談会は当分の間，活動を休止する。

３．青木学術会議会員から地球科学総合研連での報告

がなされた。上記懇談会の報告に基づき，科研費の

地球科学分科の細目「層位・古生物」の審査委員は

古生物学研連，「地質学」は地質研連，「岩石，鉱

物，鉱床」は鉱物研連，「地球化学」は地球化学・

宇宙化学研連の各窓口研連からそれぞれ推薦するこ

とになった。

「審議事項」

１．平成１４年度科研費補助金細目「岩石・鉱物・鉱床

学」の二段審査委員候補者の選出。岩石鉱物鉱床学

会から推薦された３名の二段審査委員候補者の中か

ら，投票によって審査委員候補者１名と同補欠１名

を決定した。また一段審査委員候補者６名を決定し

た。「岩石・鉱物・鉱床学」１４年度審査委員候補者

の推薦を窓口研連である鉱物研連から日本学術振興

会に行う。

２．科研費分科細目の改正の動向

平成１５年度からの改正案について梶原委員長から

説明があり，質疑があった。この案では，系，分野，

分科，細目に分かれており，地球科学関係には大き

な変更はない模様である。平成１３年秋には最終決定

される。

３．研連共催の企画

平成１３年開催の「資源地質学会５０周年記念大会」

と「三鉱シンポジウム」を鉱物研連の共催とするこ

とを承認した。

４．研連の改組への対応

１８期からの研連の見直しに対して，青木学術会議

会員から地質科学分野の研連の再編成に関する試案

が示され，討議した。

５．平成１５年度以降の科研費細目「岩石・鉱物・鉱床

学」の審査委員候補者の推薦方法について，青木学

術会議会員の試案が説明され，質疑の後，さらに次

回研連において検討することになった。

６．国立大学の独立行政法人化への動向について意見

交換した。

鉱物学研究連絡委員会（第１８期・第４回）
および同鉱床学専門委員会（第１８期・第４回）

合同会議議事録

日時：平成１３年１０月２６日� １３：３０～１７：００

会場：日本学術会議第４部会議室（６階）

出席者：青木謙一郎（学術会議会員），山中高光（鉱

物研連委員長），梶原良道（鉱床学専門委員

会委員長），赤荻正樹，松井正典，山崎淳司

（井上厚行代理），吉田武義，松原聰，金田

博彰，高橋正樹，石渡明，上野宏共，浦辺徹

郎，千葉仁，根建心具，丸山孝彦，溝田忠人

欠席者：大谷栄治，豊遥秋，有馬眞

「報告事項」

１．日本学術会議連合部会及び第４部会報告（青木）

＊第１３６回総会（１０月１６・１７日）

１）以下の２つの提案が提出され，審議・承認され

た。

・国際情報ドキュメンテーションからの脱退につい

て。

・「データベースに関して提案されている独自の権

利についての見解」（声明）について。

２）日本学術会議の在り方について自由討議を行っ

た。

＊第４部会（夏部会）（７月１２日）

以下の５つの提案が提出され，審議・承認された。

・小委員会の新規設置について。

・日本学術会議の在り方に関する検討について。

・平成１３年度日本学術会議主催講演会の企画案の提
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出について（回答）。

・日本学術会議会員推薦管理委員会候補者の推薦に

ついて。

・研連見直しについて。

＊第４部会（１０月１５，１６日）

以下の６つの提案が提出され，審議・承認された。

・米倉伸之会員の後任に岩松暉会員が就任した。

・平成１５年度科学研究費補助金に係る「時限付き分

科細目の設定」について（検討依頼）。

・平成１３年度代表派遣会議及び派遣候補者の追加推

薦について。

・平成１４年度代表派遣会議及び派遣候補者の推薦に

ついて。

・研連見直しについて。

・第１３６回総会「総会議案」について。

２．日本技術者教育認定機構（JABEE）の基本方針

等について説明があった。今のところ，鉱物研連と

しての公的な対応（要望）は特に必要としない（金

田）。

「審議事項」

１．平成１５年度から，科学研究費補助金分科細目表構

成が改正される。細目「岩石・鉱物・鉱床学」につ

いては従来の細目名が引き続いて使用される。な

お，同細目の系，分野，分科は以下のとおりであ

る：系（理工系），分野（数物系科学），分科（地球

惑星科学）。同細目のキーワードとして，従来のも

のに，「環境鉱物」と「鉱物の構造物性組織」を加

えることにした。

２．文部科学省の「トップ３０」について意見交換し

た。

３．山中鉱物研連委員長・IMA 2006 Japan組織委員

長から，IMA 2006 Japan開催のため，鉱物学会，

岩鉱学会，資源地質学会の３学会に対して，協賛分

担金（２００６年までに，各学会とも１００万円）をお願

いするとの報告があり，それについて意見交換し

た。

４．２００２年エディンバラで開催の第１８回 IMAの組織

委員長から，日本に対して１，０００ポンドの協賛分担

金の要請があった。なお，アメリカ，ドイツ，カナ

ダ，フランス，UKは既に分担金提出に同意してい

る。同分担金について審議した結果，鉱物研連の推

薦組織の各学会が以下の金額を負担することとし

た：鉱物（５万円），岩鉱（５万円），資源（５万

円），地質（３万円），粘土（１万円），地化（１万

円）。

５．学術会議が各研連のホームページを管理する。鉱

物研連としては今後，同ホームページに鉱物研連議

事録を掲載することにした。

次回は来年２月２２日�に，鉱物研連と鉱床学専門委
員会の合同会議を開く。

岡山大学固体地球研究センター
平成１４年度客員教員の公募について

表記の公募が学会宛に届きました。詳しくは問い合

わせ先に御連絡下さい。

記

１．公募人員：客員研究分野（火成物理学，比較惑星

学，地球内部力学）教授（併任）又は

助教授（併任） 分野各１名

２．研究分野：地球の起源，進化及びダイナミックス

関連分野の研究

３．任用期間：平成１４年４月１日～平成１５年３月３１日

（１年間）

４．申込資格：国立の大学及び研究機関の教授又は助

教授

５．研究条件：

①当センターの教員との共同研究並びに萌芽的研究

を推進するものを優先します。

②研究室の供用その他可能な範囲で研究上の便宜を

図ります。

③当センターでの研究費及び旅費，滞在費は，一定

の限度内で支給されます。また，居室及び宿泊施

設の確保について便宜を図ります。

④期間中，なるべく多くの時間を当センターにおけ

る研究活動にあてていただくことを希望します。

（集中研究５０時間程度）

６．提出書類：応募の際，必ず所属長の承諾を得るこ

と。

�応募用紙（様式１―１，１―２） 各１部

�履歴書（様式２） １部

�研究計画に関連した業績リスト（必ずタイプした
もの） １部

�参考となる主要論文の別刷（２～３編） 各１部

７．応募締切：平成１３年１２月３１日
 必着
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８．宛先及び問合せ：

〒６８２―０１９３ 鳥取県東伯郡三朝町山田８２７

岡山大学固体地球研究センター 共同利用係

Tel：０８５８―４３―１２１５ 内線３７０２

センターホームページアドレス

http : //www.misasa.okayama-u.ac.jp/

９．採否の決定通知：３月末までに書面により通知し

ます。また，採択者の機関の長には，別途「併任」

のための依頼をいたします。

１０．選考方法：当センター運営委員会で審議の上，教

授会で決定します。

１１．その他：

①当センター教員の研究分野・研究課題及び主要研

究機器は別紙に示すとおりですので，共同研究を

行う上で必要がある場合は，事前の打ち合わせを

お願いします。

②応募書類は，「客員教員応募書類在中」と朱書き

し，書留で郵送すること。

③研究成果は，当センター成果報告書発刊の際に掲

載していただきます。また，期間内に当センター

のセミナー等で講演をお願いすることがありま

す。

岡山大学固体地球研究センター長
平成１４年度共同利用研究員の公募について

表記の公募が学会宛に届きました。詳しくは問い合

わせ先に御連絡下さい。

記

１．公募人員：各研究分野ごとに若干名

２．研究期間：平成１４年４月～平成１５年３月

３．申込資格：国・公・私立大学及び研究所等の教

員・研究員並びにこれに準ずる研究者

４．申込方法：共同利用研究員申請書（別紙様式）に

必要事項を記入のうえ提出のこと。

５．応募締切：平成１４年１月２１日
 必着

６．採否の決定通知：３月末までに書面により通知す

る。

７．その他：別紙共同利用について参照のこと。

静岡大学理学部地球環境科学科
助手公募のお知らせ

表記の人事公募が届きましたのでお知らせいたしま

す。

記

募集人員：助手１名

専門分野：地球科学（野外に研究の基盤をおき，本教

室の教官と共同して研究を行える人。な

お，本教室の概要および教官の陣容につき

ましては，本教室のホームページ

（http : //www.sci.shizuoka.ac.jp/¯geo/

Welcome_j.html）を参照して下さい。）

授業担当科目：地球科学の野外実習，実験および演習

資格：着任時に博士の学位を有する者。着任時３４歳以

下の人が望ましい。

着任時期：平成１４年４月１日

提出書類：履歴書，研究業績目録，研究のキーワー

ド，着任して共同研究をしたい教官名とそ

の課題名。（選考の過程で，論文別刷，研

究計画書の提出を求めたり，面接を行う場

合がありますので，ご承知おきください）

公募締切：平成１４年１月１５日 必着

送付先：〒４２２―８５２９ 静岡市大谷８３６

静岡大学理学部生物地球環境科学科

地球科学教室主任 和田秀樹

（「地球科学教室助手公募」と朱書して，書留郵便で

お送りください。）

問い合わせ先：

Tel：０５４―２３８―４７９１（和田），４７９５（長沢）または

４７９４（増田），Fax：０５４―２３８―０４９１，

E-mail : senagas@ipc.shizuoka.ac.jp

給与等に関する問い合わせ先：

静岡大学総務部人事課任用係

Tel：０５４―２３８―４４１５or４４１６，Fax：０５４―２３８―４２６８，

E-mail : matumu-m@adb.shizuoka.ac.jp

第５回国際土壌・地下水環境ワークショップ
「新たな局面を迎える日本の土壌環境」

―法制化に期待する―

表記ワークショップに関して，以下のとおりご案内

致します。

主催：�土壌環境センター
後援：日本地球化学会他

開催日：２００２年１月１５日
９：３０～１７：３５（受付９：００～）

会場：東京国際フォーラムホール C（東京都千代田区

丸の内３―５―１）

講演概要：先ず環境省に「わが国の法制度化の現状」
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との講演を願う。ひき続き米国とドイツの講師

には「それぞれの国における土壌汚染対策の現

状」を，次いで自治体及び事業体の講師に「土

壌汚染対策について」として，また不動産研究

所の講師には「不動産流通と土壌汚染」として

の講演をそれぞれ願う。最後に，上記の講演者

からなるパネリストによるパネルディスカッ

ションを行う。

プログラム等は下記ホームページに記載有り。

参加費：５，０００円（資料代を含む）

申込方法：下記口座に参加費５，０００円を振込み後，氏

名，所属団体・部署，住所，電話・Fax番号を

記入の上，振込み控えのコピー，または振込手

続きが確認できる書類のコピーを添付し，Fax

又は郵送にて下記へ申込下さい。

入金確認後に参加登録葉書を送付します。

口座番号：東京三菱銀行田町支店普通１１１８８８６

口座名義：�土壌環境センター IWGER口

会長岡安誠

振込手数料は申込者のご負担となりますのでご了承

下さい。

申込締切：申込締切 １２月１５日�
（但し，定員８００名で締め切らせていただきます）

及び申込先

�土壌環境センター 飯村，野村

〒１０２―００８３ 東京都千代田区麹町４―２

第２麹町ビル７ F

Tel：０３―５２１５―５９５５，Fax：０３―５２１５―５９５４

URL.http : //www.gepc.or.jp

首都圏における多摩川およぴその流域の
環境浄化に関する基礎研究，応用研究，
環境改善計画のための研究，募集

表記研究助成の案内が参りましたので，ご連絡いた

します。

財団法人とうきゅう環境浄化財団（会長，横田二

郎）は昭和５０年より多摩川及びその流域の環境浄化を

促進するために必要な研究を毎年公募してきました。

既に４００件の研究に対して助成を行い，３２３件の研究成

果が完成しています。

平成１４年度も従来と同様，意欲的な研究を募集いた

します。

記

１．研究対対象者

学識経験者の方はもちろん，一般の方でも研究に意

欲のある方であれば，どなたでもご応募いただけま

す。

２．研究対象テーマ

� 産業活動または住生活と多摩川およびその流域

との関係に関する調査および試験研究

� 排水・廃棄物等による多摩川の汚染の防除に関

する調査および試験研究

� 多摩川およびその流域における水の利用に関す

る調査・試験研究

� 多摩川をめぐる自然環境の保全，回復に関する

調査・試験研究

◆公募締切日 平成１４年１月１５日
応纂方法，研究の種別，助成内容等についての詳細

は下記事務局までご連絡下さい。

〒１５０―０００２ 東京都渋谷区渋谷１―１６―１４

（渋谷地下鉄ビル内）	とうきゅう環境浄化財団
Tel：０３―３４００―９１４２，Fax：０３―３４００―９１４１

2003 EUROPEAN WINTER
CONFERENCE ON PLASMA

SPECTROCHEMISTRYのお知らせ

表記の国際会議の案内が届きましたのでご連絡しま

す。

Garmisch-Partenkirchen, Germany

12-17 January 2003

The Winter Conference on Plasma Spectrochemistry

has become one of the most important annual meet-

ings for the discussion of the state-of-the-art and

new developments in all aspects of plasma spectro-

chemistry. Since 1983 the conference alternates be-

tween the USA and Europe. After the 2001 Confer-

ence in Lillehammer, Norway, and the 2002 Confer-

ence in Scottsdale, Arizona, the 2003 European

Winter Conference on Plasma Spectrochemistry will

take place in the Congress Hall of Garmisch-

Partenkirchen, Germany, from January 12 to 17.
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Fundamentals, instrumental developments with

plasma sources and different applications will be

presented in lecture and poster sessions. A five day

exhibition of spectrometric instrumentation and cor-

related accessories will also be organised.

The scientific programme will cover all major topics

of plasma spectrochemistry and its applications.

Most of these topics will be introduced by an invited

lecture followed by contributed oral papers and cor-

responding poster sessions. Major conference fea-

tures are :

Elemental speciation

ICP/MIP-AES, ICP-MS, GD-MS and alternative

plasma sources for atomic and mass spectrometry

Sector field ICP-MS and reaction cell instruments

Instrumentation, software and automation

Isotope analyses

Laser ablation ICP-MS

Multi-collector instruments

Plasma phenomena

Sample introduction systems

Sample pretreatment

Standards, quality assurance and accuracy

The Conference world wide web/Internet site ad-

dress is

http : //www.gdch.de/tagung/5545/index.htm

This site will be continually updated and you are en-

couraged to visit often. Visit the site and register

your interest and you will receive automatic notifi-

cation of updates. At a later date the site will also

offer on-line abstract submission and all presenters

and delegates are encouraged to utilise these facili-

ties.

書 評

「海と環境 海が変わると地球が変わる」

日本海洋学会編

世間では，毎日のように地球環境が危機に瀕してい

ることがメディアによって発信され続けている。つい

先日も，気候変動枠組み条約（温暖化防止条約）の京

都議定書がすったもんだの末にようやく合意された。

しかし，人々にとってこの条約の持つ重要性にどれほ

どの実感が持てるのだろうか。先日も街のレストラン

で，２０代後半でかなり頑張って働いているらしい女性

の会話が耳に入った。“今，牛肉を食べても狂牛病が

発症するのは２０年後（！）だって。それまで好きなよ

うに生きられればいいよね。”このような人は少なく

ないと思う。人類が２１世紀を生き延びることができる

かどうかという話が，彼女らとできるのだろうか。

海が地球を地球たらしめていること，人類を含めた

地球上の生命にとってかけがえのない重要なものであ

ることは，関連分野の研究者には自明のことである。

しかし，現在の海が，気の遠くなる歴史の上に成り立

ち，どれだけ地球表層環境の安定化に貢献している

か，未来はどのようになるのかに，生活者のレベルで

思いを馳せることはあまりないだろう。知識がなけれ

ば，想像力は働かない。“美しい海を守ろう”と，感

覚に訴えるだけの方法では，海が身近にない都市生活

者が目に見えない変化に気付く感性は育ちにくいだろ

う。

本書は，日本海洋学会の創立６０周年記念として出版

された。４章で各五節からなっている。（第一章：将

来予測は過去の海から／第二章：海洋が支配している

地球環境変化／第三章：海洋の炭素サイクルと地球環

境／第四章：海洋生態系と地球環境変動の相互作

用）。全体を通して読むと，海洋が生物圏を含む地球

表層圏と相互補完的に機能しあいながら地球表層環境

をコントロールしていること，また人為がどのように

自然を改変しているかが理解できる構成になってい

る。活躍中の研究者が一節ずつオムニバス方式で海洋

研究の最先端を紹介しながら，海の役割を解説してい

るので，臨場感もあり，読み物として楽しめる部分も

ある。また，未知の部分についても誠実に記載してあ

り，今後の学問の発展にも興味を継続させる書き方に

なっている。科学的知識がある人には大変面白い。

我が家には海棲動物が大好きな保育園児がいる。彼

女たちが働き盛りの時代にも海に生きる生物たちの健

康な姿を見られるような環境を維持できる社会的選択

ができるように（もう手遅れか？），研究とは無縁な

世界で生活している多くの人に知ってもらいたい内容

ではある。“高校生にも興味を持って，将来この分野

に進む人が出る”きっかけになればよい，と後書きに

ある。しかし，この点に関しては，部分的には成功し

ている（特に，第三章／第四章に多い）が，専門用語
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を知っていないとつらい節も多い。大学生の教科書や

参考書としては，お勧めである。

益田晴恵（大阪市立大理学部）

第１３回ゴールドシュミット国際会議

Goldschmidt 2003

２００３年９月７日～１２日

くらしき作陽大学・岡山県倉敷市

http : //www.ics-inc.co.jp/gold 2003/
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日本地球化学会受賞規定

１９８７．１．１ 制 定

１９９０．１０．２ 一部改正

１９９４．１０．１１ 一部改正

２００１．１０．１７ 一部改正

第１条：日本地球化学会（以下本会という）につぎの

賞を設ける。

柴田賞（The Shibata Award）

日本地球化学会賞（The Geochemical Society of

Japan Award）

日本地球化学会奨励賞（The Geochemical Soci-

ety of Japan Award for Young Researchers）

日本地球化学会功労賞（The Merit Prize of the

Geochemical Society of Japan）

Geochemical Journal論文賞（The Geochemical

Journal Award）

第２条：柴田賞は，地球化学の発展に関し，学術上，

顕著な功績のあった者に授与する。

第３条：日本地球化学会賞は，地球化学の分野で，特

に優秀な業績をおさめた本会会員に授与する。

第４条：日本地球化学会奨励賞は，地球化学の進歩に

寄与するすぐれた研究をなし，なお将来の発展を期

待しうる本会会員に授与する。受賞者の年齢は受賞

年度の４月１日において，満３５才未満であることを

要する。

第５条：日本地球化学会功労賞は，我が国の地球化学

あるいは本会の発展に関し特に寄与のあった者に授

与する。

第６条：Geochemical Journal論文賞は，Geochemi-

cal Journalに掲載された優れた論文の著者に授与

する。

第７条：受賞者の選考は，別に定める「受賞者選考細

則」により受賞者選考委員会（以下委員会という）

において行う。

第８条：委員会委員は，評議員会の承認を経て本会会

員の中から会長が委嘱する。ただし委員長は評議員

であることを要する。

第９条：委員会は選考の結果を評議員会に報告し，評

議員会において受賞を決定する。

第１０条：本規定の変更は評議員会によって定める。

附則：本規定は２００１年１０月１７日より施行する。
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日本地球化学会学会賞受賞者選考細則

１９８７．１．１ 制 定

１９９４．１０．１１ 一部改正

１９９５．６．１７ 一部改正

２００１．１０．１７ 一部改正

第１条：この細則は日本地球化学会授賞規定第７条に

基づき，柴田賞，日本地球化学会賞，日本地球化学

会奨励賞，日本地球化学会功労賞，Geochemical

Journal論文賞（以下学会賞等という）の受賞者の

選考手続きを定める。

第２条：受賞者選考委員会は，前年度の評議員会にお

いて決定された５名の委員をもって構成される。

委員長は決定された委員のなかから会長が評議員

会の承認を得て委嘱する。

第３条：委員の任期は２年とし，毎年委員の半数を改

選する。

第４条：委員は，学会賞等の受賞候補者の被推薦者で

あってはならない。

第５条：会員は，学会賞等の受賞候補者を１月末日ま

でに受賞者選考委員会に推薦する。推薦に際して

は，所定の用紙を用いた推薦書を提出する。推薦は

自薦，他薦を問わない。ただし，Geochemical Jour-

nal論文賞の受賞候補者については，Geochemical

Journal編集委員長が編集委員会の議を経て，３月

末日までに受賞者選考委員会に推薦する。

第６条：受賞者選考委員会は，受賞候補者の選定理由

を添えて，５月末日までに会長に選考結果を報告す

る。

第７条：会長は，受賞候補者を評議員会にはかり，そ

の承認を得て受賞者を決定する。

第８条：授賞日は総会の日とし，受賞者の表彰は総会

時に行う。

第９条：本細則の改正は評議員会の議決による。

附則：本細則は２００１年１０月１７日より施行する。
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皆様の情報・原稿をお待ちしています。地球化学に関連した研究集会，シンポジウムの案内，人材募集，

書評，研究機関の紹介など何でも結構です。編集の都合上，電子メール，フロッピー（マックもしくは Dos/V

いずれでも結構です）での原稿を歓迎いたしますので，ご協力の程よろしくお願いいたします。次号の発行

は２００２年３月上旬頃を予定しています。ニュース原稿は１月末までにお送りいただくよう，お願いいたしま

す。また，ホームページに関するご意見もお寄せください。

編集担当者

中井俊一

〒１１３―００３２ 東京都文京区弥生１―１―１

東京大学地震研究所

Tel：０３―５８４１―５６９８，Fax：０３―５８０２―３３９１，

E-mail : snakai@eri.u-tokyo.ac.jp

鍵 裕之

〒１１３―００３３ 東京都文京区本郷７―３―１

東京大学大学院理学系研究科附属地殻化学実験施設

ニュースへ記事やご意見をお寄せください
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